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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 手 す り 本 体 を 含 む 手 す り ア セ ン ブ リ で あ っ て 、
　 前 記 手 す り 本 体 の 外 部 に 柔 軟 性 構 造 の 第 １ の 保 護 層 が 被 覆 さ れ て お り 、 前 記 第 １ の 保 護  
層 の 外 部 に 第 ２ の 保 護 層 が 被 覆 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ の 保 護 層 に よ り 前 記 第 １ の 保 護 層 を  
遮 蔽 す る こ と で 、 前 記 第 １ の 保 護 層 の 外 界 へ の 露 出 を 回 避 し て お り 、
　 前 記 第 ２ の 保 護 層 の 両 端 は 、 そ れ ぞ れ 折 り 曲 げ ら れ て 延 び 、 前 記 第 １ の 保 護 層 の 両 端 を  
被 覆 す る 折 曲 部 を 形 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 手 す り ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 折 曲 部 の 末 端 は 、 前 記 手 す り 本 体 の 端 部 ま で 延 び 、 前 記 手 す り 本 体 の 端 部 に 少 な く  
と も 部 分 的 に 密 着 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ の 保 護 層 の 折 曲 部 は 、 前 記 第 １ の 保 護 層 の 端 部 を 迂 回 し て 前 記 第 １ の 保 護 層 と  
前 記 手 す り 本 体 と の 接 触 面 の 間 に 嵌 め 込 ま れ 、 前 記 折 曲 部 は 、 前 記 手 す り 本 体 に 接 続 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 手 す り 本 体 は 、 中 空 構 造 を な す 剛 性 パ イ プ 部 材 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ 。

請求項の数　26　（全25頁）
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【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 手 す り 本 体 は 、 一 体 構 造 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 保 護 層 は 、 弾 性 構 造 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 保 護 層 は 、 軟 質 ゴ ム 構 造 又 は 発 泡 綿 構 造 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ の 保 護 層 は 、 皮 革 構 造 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ の 保 護 層 、 前 記 第 ２ の 保 護 層 及 び 第 １ の 粘 着 層 を 提 供 し 、 前 記 第 １ の 粘 着 層 は  
、 前 記 第 １ の 保 護 層 と 前 記 手 す り 本 体 と 接 触 す る 表 面 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 粘 着 層 は 、  
ホ ッ ト メ ル ト 材 質 で あ る 第 １ ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の 保 護 層 と 前 記 第 ２ の 保 護 層 と を 粘 着 固 定 し て 一 体 構 造 の 基 材 層 を 形 成 す る 第  
２ ス テ ッ プ と 、
　 前 記 基 材 層 を 捲 っ て 前 記 手 す り 本 体 に 合 わ せ る 保 護 カ バ ー と し て 形 成 し 、 前 記 保 護 カ バ  
ー は 筒 状 構 造 で あ り 、 前 記 第 １ の 粘 着 層 が 前 記 保 護 カ バ ー の 内 側 に 位 置 す る 第 ３ ス テ ッ プ  
と 、
　 前 記 保 護 カ バ ー に 合 わ せ る 前 記 手 す り 本 体 を 前 記 保 護 カ バ ー に 挿 入 し て 、 手 す り ア セ ン  
ブ リ ブ ラ ン ク を 形 成 す る 第 ４ ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の 粘 着 層 が 完 全 に 溶 融 す る ま で 、 前 記 手 す り ア セ ン ブ リ ブ ラ ン ク を ベ ー キ ン グ  
す る 第 ５ ス テ ッ プ と 、
　 ベ ー キ ン グ さ れ た 前 記 手 す り ア セ ン ブ リ ブ ラ ン ク を 冷 却 し て 必 要 な 手 す り ア セ ン ブ リ を  
形 成 す る 第 ６ ス テ ッ プ と を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ２ ス テ ッ プ は 、 さ ら に 、
　 第 ２ の 粘 着 層 を 提 供 し 、 前 記 第 ２ の 粘 着 層 が ホ ッ ト メ ル ト 材 質 で あ り 、 前 記 第 ２ の 粘 着  
層 を 前 記 第 １ の 保 護 層 と 前 記 第 ２ の 保 護 層 と の 間 に 設 け る 第 ２ － １ ス テ ッ プ と 、
　 高 温 ベ ー キ ン グ に よ り 前 記 第 １ の 保 護 層 と 前 記 第 ２ の 保 護 層 と を 一 体 に 粘 着 し て 前 記 基  
材 層 を 形 成 す る 第 ２ － ２ ス テ ッ プ と を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 ２ ス テ ッ プ は 、 さ ら に 、
　 前 記 第 １ の 保 護 層 と 前 記 第 ２ の 保 護 層 と の 間 に 接 着 剤 を 塗 布 す る 第 ２ － １ ス テ ッ プ と 、
　 接 着 剤 が 凝 固 し た 後 、 前 記 第 １ の 保 護 層 と 前 記 第 ２ の 保 護 層 と が 一 体 に 粘 着 さ れ て 前 記  
基 材 層 を 形 成 す る す る 第 ２ － ２ ス テ ッ プ と を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 ２ ス テ ッ プ は 、 さ ら に 、
　 前 記 折 曲 部 を 前 記 第 １ の 保 護 層 に 固 定 接 続 す る 第 ２ － ３ ス テ ッ プ を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
  前 記 第 ２ ス テ ッ プ は 、 さ ら に 、
  前 記 折 曲 部 を 前 記 第 １ の 保 護 層 に 固 定 接 続 す る 第 ２ － ３ ス テ ッ プ を 含 み 、
　 前 記 第 ２ － ３ ス テ ッ プ は 、 前 記 第 ２ － ２ ス テ ッ プ の 前 に あ り 、 前 記 折 曲 部 は 、 前 記 第 ２  
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の 保 護 層 と と も に 前 記 第 １ の 保 護 層 に 固 定 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 又 は １ １ 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 ２ － ３ ス テ ッ プ で は 、 前 記 折 曲 部 は 、 第 ２ の 粘 着 層 の ベ ー キ ン グ に よ り 前 記 第 １  
の 保 護 層 に 固 定 接 続 さ れ 、 又 は 、
　 前 記 第 ２ － ３ ス テ ッ プ で は 、 前 記 折 曲 部 は 、 接 着 剤 を 介 し て 前 記 第 １ の 保 護 層 に 固 定 接  
続 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 ３ ス テ ッ プ は 、 さ ら に 、
　 前 記 基 材 層 を 捲 っ て 縫 合 し て 、 前 記 手 す り 本 体 に 合 わ せ る 前 記 保 護 カ バ ー と す る ス テ ッ  
プ を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ の 粘 着 層 と 前 記 第 ２ の 粘 着 層 と は 、 フ ィ ル ム 構 造 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ の 粘 着 層 と 前 記 第 ２ の 粘 着 層 と は 、 Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 、 Ｔ Ｐ Ｕ ホ ッ ト  
メ ル ト フ ィ ル ム 、 Ｐ Ｐ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 、 Ｐ Ｓ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 及 び Ｐ Ａ ホ ッ ト  
メ ル ト フ ィ ル ム か ら １ つ が 選 定 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ の 粘 着 層 と 前 記 第 ２ の 粘 着 層 と は 、 異 な る ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム を 利 用 し て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 １ の 粘 着 層 は 、 ホ ッ ト プ レ ス 、 真 空 吸 着 、 又 は 両 面 粘 着 剤 層 に よ り 、 前 記 第 １ の  
保 護 層 に 粘 着 固 定 さ れ 、 及 び ／ 又 は 、
　 前 記 第 ２ の 粘 着 層 は 、 ホ ッ ト プ レ ス 、 真 空 吸 着 、 又 は 両 面 粘 着 剤 層 に よ り 、 前 記 第 ２ の  
保 護 層 又 は 前 記 第 １ の 保 護 層 に 粘 着 固 定 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 又 は １ ６ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 ５ ス テ ッ プ と 前 記 第 ２ － ２ ス テ ッ プ の ベ ー キ ン グ の 温 度 範 囲 は 、 ８ ０ ℃ ～ １ ５ ０  
℃ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 第 ５ ス テ ッ プ と 前 記 第 ２ － ２ ス テ ッ プ と の ベ ー キ ン グ の 時 間 範 囲 は 、 ２ 分 ～ ６ 分 で  
あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 フ ロ ン ト ス タ ン ド ア セ ン ブ リ と 、 リ ア ス タ ン ド ア セ ン ブ リ と 、 プ ッ シ ュ ロ ッ ド ア セ ン ブ  
リ と 、 前 記 フ ロ ン ト ス タ ン ド ア セ ン ブ リ 、 前 記 リ ア ス タ ン ド ア セ ン ブ リ 及 び 前 記 プ ッ シ ュ  
ロ ッ ド ア セ ン ブ リ を 組 み 立 て 接 続 す る た め の 接 続 ア セ ン ブ リ と 、 を 備 え る 支 持 フ レ ー ム 構  
造 体 で あ っ て 、
　 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 手 す り ア セ ン ブ リ を 備 え 、
　 前 記 手 す り ア セ ン ブ リ の 接 続 部 は 、 前 記 接 続 ア セ ン ブ リ に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 支 持 フ レ ー ム 構 造 体 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 接 続 部 に 設 け ら れ た 挿 入 接 続 部 品 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 挿 入 接 続 部 品 は 、 前 記 接 続 部 に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 支 持 フ レ ー ム 構 造 体 。
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【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 接 続 ア セ ン ブ リ に は 、 前 記 手 す り ア セ ン ブ リ の 前 記 挿 入 接 続 部 品 に 合 わ せ る ソ ケ ッ  
ト が 設 け ら れ 、 前 記 手 す り ア セ ン ブ リ は 、 前 記 挿 入 接 続 部 品 と 前 記 ソ ケ ッ ト と の 挿 抜 接 続  
に よ り 、 前 記 接 続 ア セ ン ブ リ に 着 脱 可 能 に 接 続 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 支 持 フ レ ー ム 構 造 体 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 支 持 フ レ ー ム 構 造 体 は 、 ベ ビ ー カ ー 構 造 又 は ベ ビ ー ベ ッ ド 構 造 又 は ベ ビ ー シ ー ト 構  
造 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 支 持 フ レ ー ム 構 造 体 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 子 供 用 キ ャ リ ア 本 体 と 、 前 記 子 供 用 キ ャ リ ア 本 体 を 支 持 す る た め の 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の  
支 持 フ レ ー ム 構 造 体 と を 備 え る
こ と を 特 徴 と す る 子 供 用 キ ャ リ ア 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 は 、 ベ ビ ー 用 品 分 野 に 関 し 、 具 体 的 に 、 手 す り ア セ ン ブ リ 、 そ の 製 造 方 法 、 該 手 す  
り ア セ ン ブ リ を 有 す る 支 持 フ レ ー ム 構 造 体 、 及 び 子 供 用 キ ャ リ ア に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 子 供 用 キ ャ リ ア の 設 計 時 に は 、 乗 る 子 供 の 安 全 性 を 考 慮 す る た め に 、 通 常 、 そ の 手 す り  
に は 前 に 延 び て 子 供 の 前 へ の 転 落 を 防 止 で き る 前 手 す り が 設 計 さ れ て い る 。 前 手 す り は 一  
般 的 に 緩 衝 機 能 を 備 え た 保 護 カ バ ー で 覆 わ れ て お り 、 児 童 は 強 い 好 奇 心 を 持 っ て い る た め  
、 児 童 が 子 供 用 キ ャ リ ア に 乗 る 際 に は 、 前 手 す り の 保 護 カ バ ー を 噛 ん だ り 引 っ 張 っ た り す  
る こ と が よ く あ り 、 こ の 保 護 カ バ ー は 緩 衝 機 能 を 持 っ て い る た め 、 柔 軟 性 の あ る 材 質 で 作  
ら れ て お り 、 児 童 に 噛 ん だ り 引 き 裂 か れ た り し や す く 、 そ れ に よ っ て 手 す り 本 体 が 露 出 し  
て 緩 衝 機 能 を 失 っ た り 、 児 童 に 飲 み 込 ま れ た り す る 児 童 の 生 命 の 安 全 を 深 刻 に 危 害 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 現 在 市 販 さ れ て い る ベ ビ ー カ ー の 伝 統 的 な 保 護 カ バ ー に は 、 革 の 裏 面 に ゴ ム 層 を  
塗 布 し た 後 に Ｅ Ｖ Ａ （ Ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ ｅ ｎ ｅ  Ｖ ｉ ｎ ｙ ｌ  Ａ ｃ ｅ ｔ ａ ｔ ｅ  Ｃ ｏ ｐ ｏ ｌ ｙ ｍ ｅ ｒ -  
エ チ レ ン - 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体 ） を 粘 着 し 、 次 に 、 手 す り 管 の 表 面 に 均 一 に 接 着 剤 を 塗 布 し  
、 保 護 カ バ ー を ベ ビ ー カ ー の 手 す り 管 に 組 み 立 て 、 接 着 剤 が 凝 固 す る の を 長 い 時 間 待 っ て  
か ら 、 保 護 カ バ ー を 手 す り 管 に 固 定 貼 付 す る こ と が で き 、 こ の プ ロ セ ス は 複 雑 で 、 一 人 で  
一 度 に １ つ の 手 す り ア セ ン ブ リ に 対 し て し か 加 工 で き ず 、 手 間 と 工 数 が か か り 、 ま た 、 組  
み 立 て 後 の 保 護 カ バ ー と 手 す り 管 と の 密 着 の 効 果 が よ く な く 、 保 護 カ バ ー と 手 す り 管 と が  
密 着 せ ず 、 凹 凸 の あ る 皺 が 現 れ 、 手 す り ア セ ン ブ リ と 子 供 用 キ ャ リ ア と の 全 体 的 な 美 観 に  
大 き く 影 響 し た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の た め 、 充 填 物 の 外 部 へ の 曝 露 を 防 止 し 、 児 童 が 充 填 物 を 誤 っ て 飲 み 込 む こ と を 回 避  
し 、 児 童 の 生 命 の 安 全 を 保 障 し 、 加 工 操 作 が 簡 単 な 手 す り ア セ ン ブ リ 及 び そ の 製 造 方 法 を  
提 供 す る 必 要 が あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 願 の 目 的 一 は 、 充 填 物 が 外 部 に 露 出 す る こ と を 防 止 し 、 児 童 が 充 填 物 を 誤 っ て 飲 み 込  
む こ と を 回 避 し 、 児 童 の 生 命 の 安 全 を 保 障 す る 手 す り ア セ ン ブ リ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 願 の 目 的 二 は 、 一 回 で 複 数 の 手 す り ア セ ン ブ リ を 加 工 し 、 組 立 後 の 保 護 カ バ ー が 手 す  
り 本 体 に 密 着 し 、 保 護 効 果 が 高 く 、 か つ 加 工 操 作 が 簡 単 な 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 を  
提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 本 願 の 目 的 三 は 、 充 填 物 の 外 部 へ の 曝 露 を 防 止 す る こ と が で き る 手 す り ア セ ン ブ リ を 備  
え 、 児 童 が 充 填 物 を 誤 っ て 飲 み 込 む こ と を 回 避 し 、 児 童 の 生 命 の 安 全 を 保 障 す る 支 持 フ レ  
ー ム 構 造 体 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 願 の 目 的 四 は 、 充 填 物 が 外 部 に 露 出 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 手 す り ア セ ン ブ  
リ を 有 す る 支 持 フ レ ー ム 構 造 体 を 有 し 、 児 童 が 充 填 物 を 誤 っ て 飲 み 込 む こ と を 回 避 し 、 児  
童 の 生 命 の 安 全 を 保 障 す る 子 供 用 キ ャ リ ア を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 は 、 上 記 の 目 的 を 実 現 す る た め に 、 手 す り 本 体 を 含 む 手 す り ア セ ン ブ リ を 提 供 し 、  
こ こ で 、 手 す り 本 体 の 外 部 に 柔 軟 性 構 造 の 第 １ の 保 護 層 が 被 覆 さ れ て お り 、 第 １ の 保 護 層  
の 外 部 に 第 ２ の 保 護 層 が 被 覆 さ れ て お り 、 第 ２ の 保 護 層 に よ り 第 １ の 保 護 層 を 遮 蔽 す る こ  
と で 、 第 １ の 保 護 層 の 外 界 へ の 露 出 を 回 避 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 従 来 技 術 と 比 較 し て 、 本 願 の 手 す り ア セ ン ブ リ に よ り 、 手 す り 本 体 の 外 部 に 充 填 物 と し  
て 柔 軟 性 構 造 の 第 １ の 保 護 層 が 被 覆 さ れ 、 こ の 柔 軟 性 構 造 は 緩 衝 機 能 を 備 え 、 子 供 が 前 傾  
時 に 硬 い 手 す り ア セ ン ブ リ に 衝 突 し て 子 供 に 傷 害 を 与 え る こ と を 防 止 し 、 手 す り ア セ ン ブ  
リ の 第 １ の 保 護 層 の 外 部 に は 引 裂 き 防 止 の 第 ２ の 保 護 層 が 被 覆 さ れ 、 第 ２ の 保 護 層 は 耐 摩  
耗 性 、 靭 性 が 強 く 、 密 封 性 が よ く 、 引 張 抵 抗 の 性 能 を 備 え 、 ま た 、 第 ２ の 保 護 層 は 第 １ の  
保 護 層 を 遮 蔽 し て 外 部 に 露 出 す る こ と を 回 避 し 、 第 ２ の 保 護 層 は 第 １ の 保 護 層 を 完 全 に 内  
部 に 閉 鎖 し 、 充 填 物 で あ る 第 １ の 保 護 層 が 外 部 に 露 出 す る の を 防 止 し 、 児 童 が 充 填 物 の 第  
１ の 保 護 層 を 誤 っ て 飲 み 込 む の を 回 避 し 、 児 童 の 生 命 安 全 を 保 障 す る こ と が で き る 。 同 時  
に 、 ２ 層 の 保 護 層 構 造 は 児 童 の 保 護 効 果 が 良 い だ け で な く 、 強 度 が 良 く 、 耐 久 性 が あ り 、  
使 用 寿 命 が 長 く 、 特 に 第 ２ の 保 護 層 は 皮 革 構 造 を 採 用 し 、 手 す り ア セ ン ブ リ の 質 感 を 大 幅  
に 向 上 さ せ る こ と が で き 、 す な わ ち 子 供 用 キ ャ リ ア 全 体 の グ レ ー ド と 外 観 性 を 向 上 さ せ る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の 第 ２ の 保 護 層 の 両 端 は 、 そ れ ぞ れ 折 り 曲 げ ら れ て 延 び 、 第 １ の 保 護  
層 の 両 端 を 被 覆 す る 折 曲 部 が 形 成 さ れ る 。 第 １ の 保 護 層 の 端 部 は 露 出 し や す い た め 、 折 曲  
部 を 設 け る こ と に よ り 、 第 １ の 保 護 層 の 端 部 の 露 出 を 良 好 に 防 止 し 、 児 童 が 噛 ん で 誤 っ て  
飲 み 込 む こ と を 回 避 し 、 児 童 の 生 命 安 全 を 保 障 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の 折 曲 部 の 末 端 は 、 手 す り 本 体 の 端 部 ま で 延 び 手 す り 本 体 の 端 部 に 少  
な く と も 部 分 的 に 密 着 す る 。 こ の よ う に 折 曲 部 の 長 さ と 被 覆 面 積 と を 増 や し 、 第 １ の 保 護  
層 の 端 部 を よ り 露 出 し に く く し 、 児 童 の 生 命 安 全 を よ り よ く 保 障 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の 折 曲 部 は 貫 通 す る 中 空 構 造 を 形 成 し 、 手 す り 本 体 の 端 部 の 中 央 領 域  
は 中 空 構 造 の 貫 通 口 を 介 し て 外 部 に 露 出 す る 。 こ の よ う に 、 手 す り 本 体 が 第 １ の 保 護 層 と  
第 ２ の 保 護 層 か ら な る 保 護 カ バ ー を 通 過 す る の を 容 易 に し 、 そ れ に よ っ て 手 す り ア セ ン ブ  
リ の 生 産 加 工 効 率 を 大 幅 に 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の 第 ２ の 保 護 層 は 、 第 １ の 保 護 層 の 端 部 を 迂 回 し て 第 １ の 保 護 層 と 手  
す り 本 体 と の 接 触 面 の 間 に 嵌 め 込 ま れ 、 折 曲 部 は 、 手 す り 本 体 に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う に  
、 第 １ の 保 護 層 の 端 部 が 被 覆 さ れ る 長 さ を 増 や し 、 す な わ ち 、 第 １ の 保 護 層 の 端 部 の 外 側  
と 内 側 と が 被 覆 さ れ 、 折 曲 部 が 手 す り 本 体 と 第 １ の 保 護 層 と に よ っ て 挟 み 込 ま れ 、 折 曲 部  
が 外 に 翻 ら な い よ う に す る こ と で 、 第 １ の 保 護 層 の 端 部 が 露 出 す る の を よ り よ く 防 止 し 、  
児 童 が 露 出 し た 第 １ の 保 護 層 を 噛 ん で 誤 飲 す る こ と を 防 止 し 、 児 童 の 生 命 安 全 を よ り よ く  
保 障 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の 折 曲 部 は 中 空 の 筒 状 構 造 を 形 成 し 、 筒 状 構 造 は 手 す り 本 体 外 に 外 嵌  
さ れ る 。 こ の よ う に 、 手 す り 本 体 が 第 １ の 保 護 層 と 第 ２ の 保 護 層 を 通 過 す る 際 に 、 折 曲 部  
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が 外 に 翻 ら な い よ う に す る こ と で 、 折 り 曲 げ 部 で 第 １ の 保 護 層 の 端 部 が 被 覆 さ れ る 効 果 を  
保 証 し 、 第 １ の 保 護 層 の 端 部 の 露 出 を 良 好 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の 手 す り 本 体 は 、 中 空 構 造 を な す 剛 性 パ イ プ 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 中 空 構 造 の 手 す り 本 体 は 、 手 す り ア セ ン ブ リ の 重 量 を 軽 減 す る だ け で な く 、 子 供 用 キ ャ  
リ ア 全 体 の 重 量 を 軽 減 し 、 使 用 や 収 納 運 搬 を 容 易 に し 、 加 工 材 料 が 少 な く 、 コ ス ト が 低 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の 手 す り 本 体 は 、 一 体 構 造 で あ る 。 こ の よ う に 、 加 工 成 形 が 便 利 で あ  
り 、 か つ 一 体 構 造 の 強 度 が 良 く 、 耐 久 性 が あ り 、 使 用 寿 命 が 長 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の 第 １ の 保 護 層 は 、 弾 性 構 造 で あ る 。 こ の 弾 性 構 造 は 緩 衝 機 能 を 備 え  
、 子 供 が 前 傾 時 に 硬 い 手 す り ア セ ン ブ リ に 衝 突 し て 子 供 に 傷 害 を 与 え る こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の 第 １ の 保 護 層 は 、 軟 質 ゴ ム 構 造 又 は 発 泡 綿 構 造 で あ る 。 こ の よ う な  
構 造 の 保 護 層 は 、 緩 衝 保 護 効 果 が 良 い だ け で な く 、 入 手 が 容 易 で あ り 、 購 入 コ ス ト が 低 く  
、 手 す り ア セ ン ブ リ 及 び 子 供 用 キ ャ リ ア 全 体 の コ ス ト を 大 幅 に 削 減 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の 第 ２ の 保 護 層 は 、 皮 革 構 造 で あ る 。 皮 革 構 造 を 採 用 す る こ と で 、 滑  
り 止 め 、 耐 久 性 、 質 感 が 良 く 、 グ レ ー ド が 高 く 、 手 す り ア セ ン ブ リ 及 び 子 供 用 キ ャ リ ア 全  
体 の 質 感 を 大 幅 に 向 上 さ せ 、 ユ ー ザ ー の 愛 顧 度 及 び 購 入 意 欲 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 願 は 、 さ ら に 、 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 を 提 供 し 、 手 す り ア セ ン ブ リ は 、 上 記 の  
い ず れ か の 手 す り ア セ ン ブ リ で あ り 、 製 造 方 法 は 、 以 下 の ス テ ッ プ を 含 む 、 す な わ ち 、
　 第 １ の 保 護 層 、 第 ２ の 保 護 層 及 び 第 １ の 粘 着 層 を 提 供 し 、 前 記 第 １ の 粘 着 層 は 、 前 記 第  
１ の 保 護 層 と 前 記 手 す り 本 体 と 接 触 す る 表 面 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ の 粘 着 層 は ホ ッ ト メ ル  
ト 材 質 で あ る ス テ ッ プ （ １ ） と 、
　 第 １ の 保 護 層 と 第 ２ の 保 護 層 と を 粘 着 固 定 し て 一 体 構 造 の 基 材 層 を 形 成 す る ス テ ッ プ （  
２ ） と 、
　 前 記 基 材 層 を 捲 っ て 手 す り 本 体 に 合 わ せ る 保 護 カ バ ー と し て 形 成 し 、 前 記 保 護 カ バ ー は  
筒 状 構 造 で あ り 、 前 記 第 １ の 粘 着 層 が 前 記 保 護 カ バ ー の 内 側 に 位 置 す る ス テ ッ プ （ ３ ） と 、
　 前 記 保 護 カ バ ー に 合 わ せ る 手 す り 本 体 を 前 記 保 護 カ バ ー に 挿 入 し て 、 手 す り ア セ ン ブ リ  
ブ ラ ン ク を 形 成 す る ス テ ッ プ （ ４ ） と 、
　 第 １ の 粘 着 層 が 完 全 に 溶 融 す る ま で 、 前 記 手 す り ア セ ン ブ リ ブ ラ ン ク を ベ ー キ ン グ す る  
ス テ ッ プ （ ５ ） と 、
　 ベ ー キ ン グ さ れ た 前 記 手 す り ア セ ン ブ リ ブ ラ ン ク を 冷 却 し て 必 要 な 手 す り ア セ ン ブ リ を  
形 成 す る ス テ ッ プ （ ６ ） と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 従 来 技 術 と 比 較 し て 、 本 願 の 保 護 カ バ ー は 手 す り 本 体 の 表 面 に 外 嵌 さ れ た 後 、 高 温 ベ ー  
キ ン グ を 行 う た め 、 第 １ の 粘 着 層 は 高 温 温 度 で 溶 融 状 態 と な り 、 保 護 カ バ ー は 手 す り 本 体  
と 密 着 さ れ て 固 定 さ れ 、 組 立 後 の 保 護 カ バ ー は 手 す り 本 体 と 密 着 し て 位 置 が 固 定 さ れ 、 本  
願 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 は 一 度 に 複 数 の 手 す り ア セ ン ブ リ を 加 工 す る こ と が で き  
、 加 工 操 作 が 簡 単 で 、 加 工 工 程 を 減 少 し 、 人 件 費 を 節 約 し 、 生 産 性 を 大 幅 に 向 上 さ せ た 、  
同 時 に 、 こ の 方 法 を 用 い て 製 造 さ れ た 手 す り ア セ ン ブ リ は 、 そ の 保 護 層 が 緩 み に く く 、 位  
置 の 固 定 を 保 証 し 、 か つ 多 層 の 保 護 層 の 間 、 及 び 保 護 カ バ ー 全 体 と 手 す り 本 体 と の 間 で 緩  
み に く く 、 そ れ に よ っ て 保 護 カ バ ー の 保 護 効 果 を 良 好 に 保 証 し 、 使 用 の 安 全 性 を 向 上 さ せ  
、 さ ら に 児 童 の 生 命 安 全 を 良 好 に 保 障 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の ス テ ッ プ （ ２ ） は 、 さ ら に 、 第 ２ の 粘 着 層 を 提 供 し 、 前 記 第 ２ の 粘  
着 層 が ホ ッ ト メ ル ト 材 質 で あ り 、 前 記 第 ２ の 粘 着 層 を 前 記 第 １ の 保 護 層 と 前 記 第 ２ の 保 護  
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層 と の 間 に 設 け る ス テ ッ プ （ ２ １ ） と 、 高 温 ベ ー キ ン グ に よ り 前 記 第 １ の 保 護 層 と 前 記 第  
２ の 保 護 層 と を 一 体 に 粘 着 し て 前 記 基 材 層 を 形 成 す る ス テ ッ プ （ ２ ２ ） と 、 を 含 む 。 こ の  
よ う に 、 第 ２ の 粘 着 層 を 高 温 で ベ ー キ ン グ し て 第 １ の 保 護 層 と 第 ２ の 保 護 層 と を 一 体 に 固  
定 す る こ と に よ り 、 こ の 粘 着 固 定 方 式 は 信 頼 性 が あ る だ け で な く 、 密 着 し て お り 、 第 １ の  
保 護 層 と 第 ２ の 保 護 層 と の 間 に 弛 み や 層 状 化 が な い こ と を 保 証 し 、 視 覚 効 果 的 に は 一 体 構  
造 感 が 強 く 、 保 護 カ バ ー の 品 質 と 外 観 性 を 大 幅 に 向 上 さ せ る と と も に 、 保 護 効 果 も 良 好 で  
あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の ス テ ッ プ （ ２ ） は 、 さ ら に 、 前 記 第 １ の 保 護 層 と 前 記 第 ２ の 保 護 層  
と の 間 に 接 着 剤 を 塗 布 す る ス テ ッ プ （ ２ １ ） と 、 接 着 剤 が 凝 固 し た 後 、 前 記 第 １ の 保 護 層  
と 前 記 第 ２ の 保 護 層 と が 一 体 に 粘 着 さ れ て 前 記 基 材 層 を 形 成 す る す る ス テ ッ プ （ ２ ２ ） と  
、 を 含 む 。 こ の よ う に 、 接 着 剤 の 固 定 方 式 に よ り 、 そ の 操 作 は 簡 単 で 、 コ ス ト は 低 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の ス テ ッ プ （ ２ ） は 、 さ ら に 、 折 曲 部 を 前 記 第 １ の 保 護 層 に 固 定 接 続  
す る ス テ ッ プ （ ２ ３ ） を 含 む 。 こ の よ う に 、 保 護 カ バ ー を 手 す り 本 体 に 固 定 す る 際 に 、 第  
１ の 保 護 層 の 端 部 が 露 出 し な い よ う に 、 折 曲 部 を 第 １ の 保 護 層 に 同 期 し て 固 定 接 続 す る こ  
と が で き 、 そ れ に よ っ て 子 供 が 噛 ん で 誤 っ て 飲 み 込 む こ と を 防 止 し 、 子 供 の 生 命 の 安 全 を  
保 障 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の ス テ ッ プ （ ２ ３ ） は 、 ス テ ッ プ （ ２ ２ ） の 前 に あ り 、 前 記 折 曲 部 は  
、 前 記 第 ２ の 保 護 層 と と も に 第 １ の 保 護 層 に 固 定 さ れ る 。 こ の よ う に 、 折 曲 部 の 固 定 と 保  
護 カ バ ー と 手 す り 本 体 と の 固 定 を 同 時 に 行 う こ と が で き 、 生 産 効 率 が よ り 高 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の ス テ ッ プ （ ２ ３ ） で は 、 折 曲 部 は 、 第 ２ の 粘 着 層 の ベ ー キ ン グ に よ  
り 第 １ の 保 護 層 に 固 定 接 続 さ れ 、 又 は 、 前 記 ス テ ッ プ （ ２ ３ ） で は 、 折 曲 部 は 、 接 着 剤 を  
介 し て 第 １ の 保 護 層 に 固 定 接 続 さ れ る 。 こ の ２ つ の 方 式 に よ り 、 折 曲 部 を 第 １ の 保 護 層 に  
固 定 接 続 す る こ と が で き 、 そ の 固 定 方 式 は 簡 単 で 信 頼 性 が あ り 、 折 曲 部 が 抜 け に く い よ う  
に す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の ス テ ッ プ （ ３ ） は 、 さ ら に 、 前 記 基 材 層 を 捲 っ て ソ ー イ ン グ 又 は 手  
作 業 で 縫 合 し て 、 手 す り 本 体 に 合 わ せ る 保 護 カ バ ー と す る ス テ ッ プ を 含 む 。 ソ ー イ ン グ や  
手 作 業 で 縫 合 し て 保 護 カ バ ー を 形 成 す る こ と で 、 方 式 が 簡 単 で 、 生 産 加 工 が 便 利 な だ け で  
な く 、 保 護 カ バ ー の 接 合 部 に ミ シ ン 糸 を 形 成 さ せ 、 保 護 カ バ ー の 質 感 を 高 め る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の 第 １ の 粘 着 層 と 前 記 第 ２ の 粘 着 層 と は 、 フ ィ ル ム 構 造 で あ る 。 フ ィ  
ル ム 構 造 を 採 用 し た 粘 着 層 は 、 平 坦 性 、 延 性 が よ く 、 粘 着 層 の 配 置 、 敷 設 及 び 後 続 の ベ ー  
キ ン グ 熱 溶 融 時 に 位 置 固 定 が よ く 、 位 置 ず れ や 変 位 が な く 、 そ れ に よ り 後 続 の ベ ー キ ン グ  
熱 溶 融 が 便 利 で 、 粘 着 後 の 強 度 を 保 証 し 、 ２ つ の 保 護 層 の 間 及 び 保 護 カ バ ー と 手 す り 本 体  
と の 間 が 緩 み に く く 、 さ ら に 保 護 カ バ ー の 保 護 効 果 を 保 証 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の 第 １ の 粘 着 層 と 前 記 第 ２ の 粘 着 層 と は 、 Ｐ Ｕ （ ｐ ｏ ｌ ｙ ｕ ｒ ｅ ｔ ｈ  
ａ ｎ ｅ - ポ リ ウ レ タ ン ） ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 、 Ｔ Ｐ Ｕ （ Ｔ ｈ ｅ ｒ ｍ ｏ ｐ ｌ ａ ｓ ｔ ｉ ｃ  ｐ  
ｏ ｌ ｙ ｕ ｒ ｅ ｔ ｈ ａ ｎ ｅ ｓ - 熱 可 塑 性 ポ リ ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー ゴ ム ） ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル  
ム 、 Ｐ Ｐ （ ｐ ｏ ｌ ｙ ｐ ｒ ｏ ｐ ｙ ｌ ｅ ｎ ｅ - ポ リ プ ロ ピ レ ン ） ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 、 Ｐ Ｓ （  
ｇ ｅ ｎ ｅ ｒ ａ ｌ  ｐ ｕ ｒ ｐ ｏ ｓ ｅ  ｐ ｏ ｌ ｙ ｓ ｔ ｙ ｒ ｅ ｎ ｅ - ポ リ ス チ レ ン 系 プ ラ ス チ ッ ク ）  
ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 及 び Ｐ Ａ （ Ｐ ｏ ｌ ｙ ａ ｍ ｉ ｄ ｅ - ポ リ ア ミ ド ） ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム  
か ら １ つ が 選 定 さ れ る 。 こ の 数 種 類 の ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム を 用 い て 、 粘 着 効 果 が 良 い だ  
け で な く 、 生 産 コ ス ト が 相 対 的 に 低 く 、 ま た 生 産 加 工 が 便 利 で 、 生 産 効 率 を 大 幅 に 向 上 さ  
せ 、 同 時 に 、 ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム の 表 面 は 滑 ら か で 、 手 す り 本 体 が 保 護 カ バ ー を 貫 通 す  
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る の に 便 利 で 、 生 産 加 工 が 便 利 で 、 生 産 加 工 効 率 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の 第 １ の 粘 着 層 と 前 記 第 ２ の 粘 着 層 と は 、 異 な る ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル  
ム を 利 用 す る 。 異 な る 材 質 間 の 粘 着 度 が 異 な る た め 、 第 １ の 保 護 層 と 第 ２ の 保 護 層 と の 間  
の 接 着 堅 牢 性 及 び 保 護 カ バ ー と 手 す り 本 体 と の 間 の 粘 着 の 堅 牢 性 を 保 証 す る た め に 、 ホ ッ  
ト メ ル ト フ ィ ル ム を 異 な る よ う に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の 第 １ の 粘 着 層 は 、 ホ ッ ト プ レ ス 、 真 空 吸 着 、 又 は 両 面 粘 着 剤 層 に よ  
り 、 第 １ の 保 護 層 に 粘 着 固 定 さ れ 、 及 び ／ 又 は 、 第 ２ の 粘 着 層 は 、 ホ ッ ト プ レ ス 、 真 空 吸  
着 、 又 は 両 面 粘 着 剤 層 に よ り 、 第 ２ の 保 護 層 又 は 第 １ の 保 護 層 に 粘 着 固 定 さ れ る 。 こ の よ  
う に 、 第 １ の 粘 着 層 と 第 ２ の 粘 着 層 と の 固 定 が 便 利 で あ り 、 か つ 固 定 が 確 実 で あ り 、 粘 着  
層 を ベ ー キ ン グ す る 際 に 、 粘 着 層 の 変 位 や 位 置 ず れ が な く 、 両 保 護 層 間 の 粘 着 の 堅 牢 性 、  
及 び 保 護 カ バ ー と 手 す り 本 体 と の 粘 着 の 堅 牢 性 と 緊 密 性 を 保 証 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の ス テ ッ プ （ ５ ） と ス テ ッ プ （ ２ ２ ） と の ベ ー キ ン グ の 温 度 範 囲 は 、  
８ ０ ℃ ～ １ ５ ０ ℃ で あ る 。 こ の 範 囲 内 で 、 保 護 カ バ ー 及 び 手 す り 本 体 が 直 接 接 着 す る 堅 牢  
性 を 保 証 す る だ け で な く 、 熱 変 形 を 行 わ ず に 保 護 カ バ ー の 外 観 性 を 保 証 す る と と も に 、 保  
護 カ バ ー の 保 護 効 果 を 保 証 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の ス テ ッ プ （ ５ ） と ス テ ッ プ （ ２ ２ ） と の ベ ー キ ン グ の 時 間 範 囲 は 、  
２ 分 ～ ６ 分 で あ る 。 こ の 範 囲 内 で 、 保 護 カ バ ー と 手 す り 本 体 と の 粘 着 の 堅 牢 性 を 保 証 す る  
だ け で な く 、 保 護 カ バ ー と 手 す り 本 体 が 熱 変 形 し な い こ と を 保 証 す る こ と が で き 、 生 産 加  
工 時 間 を 合 理 的 に し て 、 生 産 加 工 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 願 は 、 フ ロ ン ト ス タ ン ド ア セ ン ブ リ と 、 リ ア ス タ ン ド ア セ ン ブ リ と 、 プ ッ シ ュ ロ ッ ド  
ア セ ン ブ リ と 、 フ ロ ン ト ス タ ン ド ア セ ン ブ リ 、 リ ア ス タ ン ド ア セ ン ブ リ 及 び プ ッ シ ュ ロ ッ  
ド ア セ ン ブ リ を 組 み 立 て 接 続 す る た め の 接 続 ア セ ン ブ リ と 、 を 含 む 支 持 フ レ ー ム 構 造 体 を  
提 供 し 、 ま た 、 上 記 の 手 す り ア セ ン ブ リ を 含 み 、 手 す り ア セ ン ブ リ の 接 続 部 は 、 接 続 ア セ  
ン ブ リ に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の 支 持 フ レ ー ム 構 造 体 は 、 接 続 部 に 設 け ら れ た 挿 入 接 続 部 品 を さ ら に  
含 み 、 前 記 挿 入 接 続 部 品 は 、 前 記 接 続 部 に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の 支 持 フ レ ー ム 構 造 体 の 接 続 ア セ ン ブ リ に は 、 手 す り ア セ ン ブ リ の 挿  
入 接 続 部 品 に 合 わ せ る ソ ケ ッ ト が 設 け ら れ 、 手 す り ア セ ン ブ リ は 、 挿 入 接 続 部 品 と ソ ケ ッ  
ト と の 挿 抜 接 続 に よ り 、 接 続 ア セ ン ブ リ に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 手 す り ア セ ン ブ リ  
は 挿 入 接 続 部 品 と ソ ケ ッ ト の 挿 抜 接 続 を 通 じ て 、 手 す り ア セ ン ブ リ と 接 続 ア セ ン ブ リ の 便  
利 で 迅 速 な 組 み 立 て と 取 り 外 し を 実 現 し て 、 子 供 の 乗 り 降 り に 便 利 で 、 し か も 支 持 フ レ ー  
ム 構 造 体 が 収 納 す る 必 要 が あ る 時 、 手 す り ア セ ン ブ リ を 取 り 外 し て 、 収 納 後 の 支 持 フ レ ー  
ム 構 造 体 の 体 積 を さ ら に 縮 小 し て 、 ス ペ ー ス を 節 約 し て 、 収 納 に 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 好 ま し く は 、 本 願 の 支 持 フ レ ー ム 構 造 体 は 、 ベ ビ ー カ ー 構 造 又 は ベ ビ ー ベ ッ ド 構 造 又 は  
ベ ビ ー シ ー ト 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 願 は 、 さ ら に 、 子 供 用 キ ャ リ ア 本 体 及 び 子 供 用 キ ャ リ ア 本 体 を 支 持 す る た め の 支 持 フ  
レ ー ム 構 造 体 を 含 む 子 供 用 キ ャ リ ア を 提 供 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 願 に お け る 子 供 用 キ ャ リ ア の 構 成 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 願 に お け る 手 す り ア セ ン ブ リ の 構 成 の 模 式 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 本 願 に お け る 手 す り ア セ ン ブ リ の 実 施 例 一 の 部 分 断 面 の 構 成 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 願 に お け る 手 す り ア セ ン ブ リ の 実 施 例 二 の 部 分 断 面 の 構 成 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 願 に お け る 手 す り ア セ ン ブ リ の 実 施 例 三 の 部 分 断 面 の 構 成 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 願 に お け る 手 す り ア セ ン ブ リ の 実 施 例 四 の 部 分 断 面 の 構 成 の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 願 に お け る 手 す り ア セ ン ブ リ の 製 造 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 願 の 技 術 的 内 容 、 構 造 的 特 徴 を 詳 細 に 説 明 す る た め に 、 以 下 に 実 施 形 態 を 組 み 合 わ せ  
、 図 面 と 合 わ せ て さ ら に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 願 の 子 供 用 キ ャ リ ア １ ０ ０ は 、 子 供 用 キ ャ リ ア 本 体 及 び  
子 供 用 キ ャ リ ア 本 体 を 支 持 す る た め の 支 持 フ レ ー ム 構 造 体 １ を 含 む 。 以 下 、 子 供 用 キ ャ リ  
ア １ ０ ０ が ベ ビ ー カ ー で あ る こ と を 例 と し て 説 明 す る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 子 供 用 キ ャ  
リ ア １ ０ ０ は 、 ベ ビ ー ベ ッ ド 又 は ベ ビ ー シ ー ト 等 で あ っ て も よ い 。 こ こ で 、 本 願 の ベ ビ ー  
カ ー の 支 持 フ レ ー ム 構 造 体 １ は 、 手 す り ア セ ン ブ リ １ ０ 、 フ ロ ン ト ス タ ン ド ア セ ン ブ リ ２  
０ 、 リ ア ス タ ン ド ア セ ン ブ リ ３ ０ 、 プ ッ シ ュ ロ ッ ド ア セ ン ブ リ ４ ０ 、 及 び フ ロ ン ト ス タ ン  
ド ア セ ン ブ リ ２ ０ 、 リ ア ス タ ン ド ア セ ン ブ リ ３ ０ 及 び プ ッ シ ュ ロ ッ ド ア セ ン ブ リ ４ ０ を 組  
み 立 て 接 続 す る た め の 接 続 ア セ ン ブ リ ５ ０ を 含 み 、 手 す り ア セ ン ブ リ １ ０ は 、 接 続 ア セ ン  
ブ リ ５ ０ に 接 続 さ れ る た め の ２ つ の 接 続 部 １ １ ２ を 含 み 、 接 続 部 １ １ ２ に は 、 挿 入 接 続 部  
品 ５ １ ’ 及 び 取 付 孔 ５ ２ が 設 け ら れ 、 挿 入 接 続 部 品 ５ １ ’ は 、 取 付 孔 ５ ２ と ね じ と の 係 合 に  
よ り 接 続 部 １ １ ２ に 固 定 さ れ て 接 続 さ れ 、 取 付 孔 ５ ２ と ね じ と の 係 合 に よ り 接 続 部 １ １ ２  
と 挿 入 接 続 部 品 ５ １ ’ と が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る 。 接 続 ア セ ン ブ リ ５ ０ に は 、 手 す り ア セ ン  
ブ リ １ ０ の 挿 入 接 続 部 品 ５ １ ’ に 合 わ せ る ソ ケ ッ ト ５ １ が 設 け ら れ 、 手 す り ア セ ン ブ リ １ ０  
は 、 挿 入 接 続 部 品 ５ １ ’ と ソ ケ ッ ト ５ １ と の 挿 抜 接 続 に よ り 、 手 す り ア セ ン ブ リ １ ０ と 接 続  
ア セ ン ブ リ ５ ０ と の 着 脱 可 能 な 接 続 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 実 施 例 一 ：
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 願 の 手 す り ア セ ン ブ リ １ ０ は 、 中 空 構 造 で あ る 手 す り 本  
体 １ １ を 含 み 、 手 す り 本 体 １ １ は 支 持 部 １ １ １ 及 び 構 造 が 同 じ ２ つ の 接 続 部 １ １ ２ を 含 み  
、 具 体 的 に は 、 構 造 が 同 じ ２ つ の 接 続 部 １ １ ２ は 支 持 部 １ １ １ の 両 端 に 沿 っ て 折 り 曲 げ ら  
れ て 延 び て 形 成 さ れ 、 手 す り ア セ ン ブ リ １ ０ の 接 続 部 １ １ ２ は 接 続 ア セ ン ブ リ ５ ０ に 着 脱  
可 能 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 手 す り 本 体 １ １ は 一 体 構 造 を 呈 し 、 か つ 中 空 構 造 を 呈 し た 剛 性 パ イ プ 部 材  
で あ り 、 具 体 的 に は 、 中 空 構 造 の 金 属 パ イ プ 部 材 で あ り 、 そ れ は 強 度 が 良 い だ け で な く 、  
手 す り ア セ ン ブ リ の 重 量 を 軽 減 す る こ と が で き 、 子 供 用 キ ャ リ ア 全 体 の 重 量 を 軽 減 し 、 使  
用 と 収 納 運 搬 を 便 利 に し 、 し か も 加 工 材 料 が 少 な く 、 コ ス ト が 低 い 、 同 時 に 一 体 構 造 は 加  
工 成 形 を 便 利 に し 、 し か も 強 度 が 良 く 、 耐 久 性 が あ り 、 使 用 寿 命 が 長 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 さ ら に 、 手 す り 本 体 １ １ の 外 部 に 、 柔 軟 性 構 造 の 第 １ の 保 護 層 １ ２ を 被 覆 し 、 第 １ の 保  
護 層 １ ２ の 外 部 に 、 引 裂 き 防 止 の 第 ２ の 保 護 層 １ ３ を 被 覆 し 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ は 、 第 １  
の 保 護 層 １ ２ を 遮 蔽 し て 、 外 部 に 露 出 す る の を 回 避 し 、 こ の よ う に 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は  
、 充 填 物 と し て 、 柔 軟 性 構 造 で あ る た め 、 緩 衝 機 能 を 備 え て い る た め 、 児 童 が 前 傾 す る 時  
に 硬 い 手 す り ア セ ン ブ リ に 衝 突 す る よ る 傷 害 を 防 止 す る こ と が で き 、 同 時 に 第 ２ の 保 護 層  
１ ３ を さ ら に 設 置 し 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ は 第 １ の 保 護 層 １ ２ の 外 部 へ の 曝 露 を 遮 蔽 し 、 第  
２ の 保 護 層 １ ３ は 第 １ の 保 護 層 １ ２ を 完 全 に 内 部 に 閉 鎖 す る こ と が で き 、 充 填 物 で あ る 第  
１ の 保 護 層 １ ２ の 外 部 へ の 曝 露 を 防 止 し 、 児 童 が 充 填 物 で あ る 第 １ の 保 護 層 １ ２ を 誤 っ て  
飲 み 込 む こ と を 回 避 し 、 児 童 の 生 命 安 全 を 保 障 す る こ と が で き 、 同 時 に 、 ２ 層 の 保 護 層 が  
共 同 で 形 成 し た 保 護 カ バ ー 構 造 は 児 童 の 保 護 効 果 が 良 い だ け で な く 、 強 度 が よ く 、 耐 久 性  
が あ り 、 使 用 寿 命 が 長 く 、 特 に 第 ２ の 保 護 層 １ ３ は 皮 革 構 造 を 採 用 し 、 手 す り ア セ ン ブ リ  
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の 質 感 を 大 幅 に 向 上 さ せ る こ と が で き 、 す な わ ち 子 供 用 キ ャ リ ア 全 体 の グ レ ー ド と 外 観 性  
を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は 、 弾 性 構 造 で あ り 、 該 弾 性 構 造 は 、 前 傾 時 に 硬 い  
手 す り ア セ ン ブ リ に 衝 突 し て 子 供 に 傷 害 を 与 え る こ と を 防 止 す る 緩 衝 機 能 を 備 え 、 よ り 具  
体 的 に は 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は 発 泡 綿 構 造 で あ り 、 こ の 実 施 例 で は 具 体 的 に Ｅ Ｖ Ａ 発 泡 綿  
で あ り 、 こ の 構 造 の 保 護 層 は 、 緩 衝 保 護 効 果 が 良 い だ け で な く 、 入 手 が 容 易 で あ り 、 購 入  
コ ス ト が 低 く 、 手 す り ア セ ン ブ リ 及 び 子 供 用 キ ャ リ ア 全 体 の コ ス ト を 大 幅 に 低 減 し 、 特 に  
Ｅ Ｖ Ａ 発 泡 綿 は 、 上 記 効 果 が よ り 良 い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ は 、 皮 革 構 造 で あ り 、 具 体 的 に は Ｐ Ｕ で あ り 、 耐 摩 耗 性 、 強 靭  
性 、 密 封 性 が 良 く 、 引 っ 張 り 抵 抗 性 の 性 能 を 備 え て い る と 同 時 に 、 Ｐ Ｕ は 滑 り 止 め 、 耐 久  
性 だ け で な く 、 質 感 が 良 く 、 グ レ ー ド が 高 く 、 手 す り ア セ ン ブ リ 及 び 子 供 用 キ ャ リ ア 全 体  
の 質 感 を 大 幅 に 向 上 さ せ 、 ユ ー ザ ー の 愛 顧 度 及 び 購 入 意 欲 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と の 間 は 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ に よ っ て 粘 着 固  
定 さ れ 、 具 体 的 に は 、 ベ ー キ ン グ に よ り 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 溶 融 さ せ て 第 １ の 保 護 層 １ ２  
と 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と を 粘 着 固 定 す る と と も に 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と  
に よ っ て 形 成 さ れ た 保 護 カ バ ー は 第 １ の 粘 着 層 １ ４ で 手 す り 本 体 １ １ と を 粘 着 固 定 し て 、  
同 様 、 ベ ー キ ン グ に よ っ て 第 １ の 粘 着 層 １ ４ を 溶 融 さ せ 、 保 護 カ バ ー を 手 す り 本 体 １ １ に  
粘 着 固 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 第 １ の 保 護 層 は 、 軟 質 ゴ ム 構 造 又 は 他 の 発 泡 綿 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 第 ２ の 保 護 層 は 、 Ｐ Ｖ Ｃ （ Ｐ ｏ ｌ ｙ ｖ ｉ ｎ ｙ ｌ  ｃ ｈ ｌ ｏ ｒ ｉ ｄ ｅ - ポ リ 塩 化 ビ ニ  
ル ） 又 は 本 革 又 は 他 の 皮 革 素 材 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 手 す り 本 体 １ １ は 、 中 空 の プ ラ ス チ ッ ク パ イ プ 部 材 又 は 中 実 の プ ラ ス チ ッ ク パ イ  
プ 部 材 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 実 施 例 二 ：
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ の 両 端 は 、 そ れ ぞ れ 折 り 曲 げ ら れ て 延 び 、 第 １ の  
保 護 層 １ ２ の 両 端 を 被 覆 す る 折 曲 部 １ ３ １ を 形 成 し て お り 、 折 曲 部 １ ３ １ に よ っ て 第 １ の  
保 護 層 １ ２ の 端 部 の 露 出 を 良 好 に 防 止 し 、 児 童 が 噛 ん で 誤 っ て 飲 み 込 む こ と を 回 避 し 、 児  
童 の 生 命 安 全 を 保 障 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 第 ２ の 保 護 層 １ ３ は 、 手 す り 本 体 １ １ の 方 向 に 向 か っ て 第 １ の 保 護 層 １ ２ の 端 部 を 被 覆  
す る 折 曲 部 １ ３ １ を 折 曲 形 成 し 、 折 曲 部 １ ３ １ は 貫 通 す る 中 空 構 造 を 形 成 し 、 手 す り 本 体  
１ １ の 端 部 の 中 央 領 域 は 中 空 構 造 の 貫 通 口 を 介 し て 外 部 に 露 出 し 、 こ の よ う に 、 手 す り 本  
体 が 第 １ の 保 護 層 と 第 ２ の 保 護 層 と の 組 み 合 わ せ で 形 成 さ れ た 保 護 カ バ ー を 通 過 す る の を  
容 易 に し 、 手 す り ア セ ン ブ リ の 生 産 加 工 効 率 を 大 幅 に 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 実 施 例 三 ：
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 折 曲 部 １ ３ １ の 末 端 は 、 さ ら に 、 手 す り 本 体 １ １ の 端 部 ま で 延 び て  
少 な く と も 部 分 的 に 密 着 さ れ 、 折 曲 部 １ ３ １ は 垂 直 断 面 方 向 へ の 投 影 は 、 手 す り 本 体 １ １  
の 内 部 に 位 置 し 、 こ こ で 、 垂 直 断 面 方 向 は 、 図 ５ 中 矢 印 方 向 に 示 す こ と が で き る 。 こ の よ  
う に 、 折 曲 部 の 長 さ と 被 覆 面 積 を 増 や し 、 第 １ の 保 護 層 の 端 部 を よ り 露 出 し に く く し 、 児  
童 の 生 命 安 全 を よ り よ く 保 障 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 実 施 例 四 ：
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　 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ の 折 曲 部 １ ３ １ は 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ の 端 部 を 迂  
回 し て 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 手 す り 本 体 １ １ の 接 触 面 と の 間 に 嵌 め 込 ま れ 、 折 曲 部 １ ３ １ と  
手 す り 本 体 １ １ は 、 接 着 剤 に よ り 固 定 接 続 さ れ 、 折 曲 部 １ ３ １ は 、 中 空 の 筒 状 構 造 を 形 成  
し 、 該 筒 状 構 造 は 、 手 す り 本 体 外 に 外 嵌 さ れ る 。 こ の よ う に 、 第 １ の 保 護 層 の 端 部 が 被 覆  
さ れ る 長 さ を 増 や し 、 す な わ ち 、 第 １ の 保 護 層 の 端 部 の 外 側 と 内 側 と が 被 覆 さ れ 、 折 曲 部  
が 手 す り 本 体 と 第 １ の 保 護 層 に よ っ て 挟 み 込 ま れ 、 折 曲 部 が 外 に 翻 ら な い よ う に す る こ と  
で 、 第 １ の 保 護 層 の 端 部 が 露 出 す る の を よ り よ く 防 止 し 、 児 童 が 露 出 し た 第 １ の 保 護 層 を  
噛 ん で 誤 飲 す る こ と を 防 止 し 、 児 童 の 生 命 安 全 を よ り よ く 保 障 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 最 後 に 、 図 １ ～ 図 ６ に 示 す よ う に 、 本 願 の 手 す り ア セ ン ブ リ １ ０ で は 、 手 す り 本 体 １ １  
の 外 部 に 充 填 物 と し て 柔 軟 性 構 造 の 第 １ の 保 護 層 １ ２ を 被 覆 し 、 こ の 柔 軟 性 構 造 は 緩 衝 機  
能 を 備 え 、 子 供 が 前 傾 時 に 硬 い 手 す り ア セ ン ブ リ １ ０ に 衝 突 し て 子 供 に 傷 害 を 与 え る こ と  
を 防 止 し 、 手 す り ア セ ン ブ リ １ ０ の 第 １ の 保 護 層 １ ２ の 外 部 に 引 裂 き 防 止 の 第 ２ の 保 護 層  
１ ３ を 被 覆 し 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ は 耐 摩 耗 性 、 靭 性 、 密 封 性 が 良 く 、 引 っ 張 り 抵 抗 性 が あ  
り 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ は 第 １ の 保 護 層 １ ２ が 外 部 に 露 出 す る の を 遮 蔽 し 、 す な わ ち 第 ２ の  
保 護 層 １ ３ は 第 １ の 保 護 層 １ ２ を 完 全 に 内 部 に 閉 鎖 し 、 充 填 物 で あ る 第 １ の 保 護 層 １ ２ が  
外 部 に 露 出 す る の を 防 止 し 、 児 童 が 充 填 物 で あ る 第 １ の 保 護 層 １ ２ を 誤 っ て 飲 み 込 む の を  
回 避 し 、 児 童 の 生 命 安 全 を 保 障 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 本 願 の 支 持 フ レ ー ム 構 造 体 １ は 、 手 す り ア セ ン ブ リ １ ０ が 挿 入 接 続 部 品 ５ １ ’ を 介  
し て ソ ケ ッ ト ５ １ と 挿 抜 接 続 さ れ て お り 、 手 す り ア セ ン ブ リ １ ０ と 接 続 ア セ ン ブ リ ５ ０ の  
容 易 で 迅 速 な 組 み 立 て と 取 り 外 し を 実 現 し 、 子 供 の 乗 車 と 離 脱 を 容 易 に し 、 ま た 支 持 フ レ  
ー ム 構 造 体 １ が 収 納 す る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 手 す り ア セ ン ブ リ １ ０ を 取 り 外 し 、 収 納 後  
の 支 持 フ レ ー ム 構 造 体 １ の 体 積 を さ ら に 縮 小 し 、 ス ペ ー ス を 節 約 し 、 収 納 を 容 易 に す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 実 施 例 五 ：
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 述 の 実 施 例 １ の 手 す り ア セ ン ブ リ の 構 造 を 例 と し 、 手 す  
り ア セ ン ブ リ １ ０ は 手 す り 本 体 １ １ を 含 み 、 手 す り 本 体 １ １ の 外 部 に は 柔 軟 性 構 造 の 第 １  
の 保 護 層 １ ２ を 被 覆 し 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ の 外 部 に は 第 ２ の 保 護 層 １ ３ を 被 覆 し 、 第 ２ の  
保 護 層 １ ３ は 第 １ の 保 護 層 １ ２ が 第 １ の 保 護 層 １ ２ 遮 蔽 し て 外 部 へ の 曝 露 を 回 避 し 、 図 ７  
に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 例 は 、 さ ら に 、 上 述 の 手 す り ア セ ン ブ リ １ ０ の 製 造 方 法 を 提 供 し  
、 次 の ス テ ッ プ を 含 む 、 す な わ ち 、
（ １ ） 第 １ の 保 護 層 １ ２ 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ 及 び 第 １ の 粘 着 層 １ ４ を 提 供 し 、 第 １ の 粘 着  
層 １ ４ は 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 手 す り 本 体 １ １ と 接 触 す る 表 面 に 粘 着 さ れ 、 第 １ の 粘 着 層  
１ ４ は 、 ホ ッ ト メ ル ト 材 質 で あ り 、
（ ２ １ ） 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 提 供 し 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ は 、 ホ ッ ト メ ル ト 材 質 で あ り 、 第  
２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 接 触 す る 表 面 に 粘 着 固 定 し て 、  
基 材 層 ブ ラ ン ク を 形 成 し 、
（ ２ ２ ） 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ が 完 全 に 溶 融 す る ま で 、 基 材 層 ブ ラ ン ク を １ ３ ０ ℃ の 環 境 下 で  
４ 分 間 ベ ー キ ン グ し 、 基 材 層 ブ ラ ン ク を 冷 却 し て 所 望 の 基 材 層 を 形 成 し 、
（ ３ ） 基 材 層 を 捲 っ て 手 す り 本 体 １ １ に 合 わ せ る 保 護 カ バ ー と し て 形 成 し 、 保 護 カ バ ー は  
筒 状 構 造 で あ り 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ が 保 護 カ バ ー の 内 側 に 位 置 し 、
（ ４ ） 保 護 カ バ ー に 合 わ せ る 手 す り 本 体 １ １ を 保 護 カ バ ー に 挿 入 し て 、 手 す り ア セ ン ブ リ  
ブ ラ ン ク を 形 成 し 、
（ ５ ） 第 １ の 粘 着 層 １ ４ が 完 全 に 溶 融 す る ま で 、 手 す り ア セ ン ブ リ ブ ラ ン ク を １ ３ ０ ℃ の  
環 境 下 で ４ 分 間 ベ ー キ ン グ し 、
（ ６ ） ベ ー キ ン グ さ れ た 手 す り ア セ ン ブ リ ブ ラ ン ク を 冷 却 し て 必 要 な 手 す り ア セ ン ブ リ １  
０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
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　 具 体 的 に 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は 、 柔 軟 性 で 弾 性 を 有 す る 構 造 を な し 、 弾 性 構 造 は 緩 衝 機  
能 を 備 え 、 子 供 が 前 傾 時 に 硬 い 手 す り ア セ ン ブ リ に 衝 突 し て 子 供 に 傷 害 を 与 え る こ と を 防  
止 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 さ ら に 、 具 体 的 に 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は Ｅ Ｖ Ａ 発 泡 綿 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ は Ｐ Ｕ で あ り  
、 こ の よ う に 、 形 成 さ れ た 保 護 カ バ ー の 保 護 効 果 が 良 く 、 質 感 が あ り 、 グ レ ー ド が 高 く 、  
２ 種 類 の 保 護 層 間 の 粘 着 固 定 が 容 易 で 、 そ の 堅 牢 性 が 良 く 、 緩 み や 層 状 、 皺 に な り に く い  
、 一 体 の 構 造 感 が 強 く 、 質 感 が 良 く 、 外 観 性 が 良 い と と も に 、 こ の ２ 種 類 の 材 料 は 入 手 し  
や す く 、 購 入 コ ス ト が 相 対 的 に 低 く 、 生 産 加 工 コ ス ト を 良 好 に 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 具 体 的 に 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ と 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ と は い ず れ も フ ィ ル ム 構 造 で あ り 、 そ  
の 平 坦 性 、 延 性 が 良 く 、 粘 着 層 の 配 置 、 敷 設 及 び 後 続 ベ ー キ ン グ 熱 溶 融 時 に 位 置 固 定 が 良  
く 、 位 置 ず れ や 変 位 が な く 、 そ れ に よ り 後 続 ベ ー キ ン グ 熱 溶 融 が 便 利 で 、 粘 着 後 の 強 度 を  
保 証 し 、 ２ つ の 保 護 層 の 間 及 び 保 護 カ バ ー と 手 す り 本 体 と の 間 が 容 易 に 外 れ な い よ う に し  
、 さ ら に 、 保 護 カ バ ー の 保 護 効 果 を 保 証 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 さ ら に 、 具 体 的 に 、 手 す り 本 体 １ １ は 、 中 空 構 造 の 金 属 パ イ プ 部 材 で あ り 、 第 １ の 粘 着  
層 １ ４ は 、 Ｔ Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム を 使 用 し 、 Ｔ Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 表 面 は 滑  
ら か で 、 手 す り 本 体 １ １ が 保 護 カ バ ー を 通 過 す る の に 便 利 で 、 生 産 加 工 が 便 利 で 、 生 産 加  
工 効 率 を 向 上 さ せ 、 手 す り 本 体 は 金 属 材 質 で あ る た め 、 Ｔ Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム を 採  
用 す る と 粘 着 効 果 が よ り 良 く 、 粘 着 が よ り 強 固 で あ る が 、 こ れ に 限 ら ず 、 第 １ の 粘 着 層 １  
１ ３ は 、 Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 、 Ｐ Ｐ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 、 Ｐ Ｓ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ  
ル ム 及 び Ｐ Ａ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム の い ず れ か で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 第 １ の 粘 着 層 １ ４ は 、 ホ ッ ト プ レ ス に よ り 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 手 す り 本 体 １ １ と が 接  
触 す る 表 面 に 粘 着 固 定 す る こ と が で き 、 こ の よ う に 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ の 固 定 が 便 利 で 、  
か つ 固 定 が 確 実 で 、 脱 落 や 変 位 や 位 置 ず れ が な く 、 保 護 カ バ ー と 手 す り 本 体 と の 間 の 固 定  
の 信 頼 性 と 安 定 性 と を 保 証 し 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ に 第 １ の 粘 着 層 １ ４ を 粘 着 固 定 す る 他 の  
粘 着 固 定 方 式 も 本 願 に 含 ま れ る 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ は 、 ホ ッ ト プ レ ス に よ り 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と 第 １ の 保 護 層 １ ２ と の  
接 触 面 に 粘 着 固 定 す る こ と が で き 、 こ の よ う に 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 ２ の 保 護 層 １ ３ に  
予 め 固 定 す る こ と に よ り 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と の 粘 着 固 定 時 に 、 第 ２  
の 粘 着 層 １ ５ の 変 位 又 は 位 置 ず れ を 回 避 し 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と の 粘  
着 固 定 の 信 頼 性 を 保 証 す る こ と が で き 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 ２ の 保 護 層 １ ３ に 粘 着 固 定  
す る 他 の 粘 着 固 定 方 式 も 本 願 に 含 ま れ る 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 も ち ろ ん 、 上 記 の ベ ー キ ン グ 温 度 は 、 恒 温 温 度 で あ り 、 す な わ ち ベ ー キ ン グ 時 間 の 長 さ  
に 応 じ て 上 昇 又 は 低 下 し な い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 な お 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は 、 軟 質 ゴ ム 構 造 又 は 他 の 発 泡 綿 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 な お 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ は 、 Ｐ Ｖ Ｃ 又 は 本 革 又 は 他 の 皮 革 素 材 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 な お 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と の 間 も 接 着 剤 に よ り 固 定 す る こ と が で き  
、 接 着 剤 に よ る 粘 着 が 簡 単 で 、 固 定 が 確 実 で 、 コ ス ト が 低 い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 な お 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ は 、 真 空 吸 着 又 は 両 面 粘 着 層 を 用 い て 、 第 １ の 保 護 層 と 手 す り  
本 体 と が 接 触 す る 表 面 に 接 着 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
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　 な お 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ は 、 真 空 吸 着 又 は 両 面 粘 着 層 を 用 い て 、 第 ２ の 保 護 層 に 粘 着 固  
定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 な お 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ は 、 ホ ッ ト プ レ ス 、 真 空 吸 着 、 又 は 両 面 粘 着 剤 層 に よ り 、 第 １  
の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と が 接 触 す る 表 面 に 粘 着 固 定 す る こ と も で き 、 第 ２ の 粘  
着 層 １ ５ を 第 １ の 保 護 層 １ ２ に 粘 着 固 定 す る 他 の 粘 着 固 定 方 式 も 本 願 に 含 ま れ る 範 囲 に 属  
す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 な お 、 ベ ー キ ン グ 温 度 は 、 ８ ０ ℃ 、 ８ ５ ℃ 、 ９ ０ ℃ 、 ９ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ℃ 、 １ ０ ５ ℃ 、 １  
１ ０ ℃ 、 １ １ ５ ℃ 、 １ ２ ０ ℃ 、 １ ２ ５ ℃ 、 １ ３ ５ ℃ 、 １ ４ ０ ℃ 、 １ ４ ５ ℃ 、 １ ５ ０ ℃ な ど  
で あ っ て も よ く 、 具 体 的 に は 、 手 す り 本 体 の 材 質 及 び ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム の タ イ プ に 応  
じ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 な お 、 ベ ー キ ン グ 時 間 は 、 ２ 分 、 ２ . ５ 分 、 ３ 分 、 ３ . ５ 分 、 ４ . ５ 分 、 ５ 分 、 ５ . ５ 分 、 ６  
分 な ど で あ っ て も よ く 、 具 体 的 に は 、 手 す り 本 体 の 材 質 及 び ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム の タ イ  
プ に 応 じ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 な お 、 手 す り 本 体 １ １ は 、 中 空 構 造 の プ ラ ス チ ッ ク パ イ プ 部 材 又 は 中 実 の プ ラ ス チ ッ ク  
パ イ プ 部 材 で あ っ て も よ く 、 好 ま し く は 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ は 、 Ｐ Ｐ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル  
ム を 使 用 す る こ と が で き 、 そ の 粘 着 効 果 は よ り 良 く 、 粘 着 は 、 よ り 強 固 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 実 施 例 六 ：
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 記 の 実 施 例 一 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 構 造 を 例 と し 、 手 す  
り ア セ ン ブ リ １ ０ が 手 す り 本 体 １ １ を 含 み 、 手 す り 本 体 １ １ の 外 部 に 柔 軟 性 構 造 の 第 １ の  
保 護 層 １ ２ が 被 覆 さ れ て お り 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ の 外 部 に 第 ２ の 保 護 層 １ ３ が 被 覆 さ れ て  
お り 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ に よ り 第 １ の 保 護 層 １ ２ を 遮 蔽 す る こ と で 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ の  
外 界 へ の 露 出 を 回 避 し 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 例 は 、 さ ら に 、 上 記 の 手 す り ア セ ン  
ブ リ １ ０ の 製 造 方 法 を 提 供 し 、 以 下 の ス テ ッ プ を 含 む 、 す な わ ち 、
（ １ ） 第 １ の 保 護 層 １ ２ 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ 及 び 第 １ の 粘 着 層 １ ４ を 提 供 し 、 第 １ の 粘 着  
層 １ ４ は 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 手 す り 本 体 １ １ と 接 触 す る 表 面 に 粘 着 さ れ 、 第 １ の 粘 着 層  
１ ４ は 、 ホ ッ ト メ ル ト 材 質 で あ り 、
（ ２ １ ） 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 提 供 し 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ は 、 ホ ッ ト メ ル ト 材 質 で あ り 、 第  
２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 接 触 す る 表 面 に 粘 着 固 定 し て 、  
基 材 層 ブ ラ ン ク を 形 成 し 、
（ ２ ２ ） 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ が 完 全 に 溶 融 す る ま で 、 基 材 層 ブ ラ ン ク を １ ３ ０ ℃ の 環 境 下 で  
４ 分 間 ベ ー キ ン グ し 、 基 材 層 ブ ラ ン ク を 冷 却 し て 所 望 の 基 材 層 を 形 成 し 、
（ ３ ） 基 材 層 を 捲 っ て 手 す り 本 体 １ １ に 合 わ せ る 保 護 カ バ ー と し て ソ ー イ ン グ し 、 保 護 カ  
バ ー は 筒 状 構 造 で あ り 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ が 保 護 カ バ ー の 内 側 に 位 置 し 、
（ ４ ） 保 護 カ バ ー に 合 わ せ る 手 す り 本 体 １ １ を 保 護 カ バ ー に 挿 入 し て 、 手 す り ア セ ン ブ リ  
ブ ラ ン ク を 形 成 し 、
（ ５ ） 第 １ の 粘 着 層 １ ４ が 完 全 に 溶 融 す る ま で 、 手 す り ア セ ン ブ リ ブ ラ ン ク を １ ３ ０ ℃ の  
環 境 下 で ４ 分 間 ベ ー キ ン グ し 、
（ ６ ） ベ ー キ ン グ さ れ た 手 す り ア セ ン ブ リ ブ ラ ン ク を 冷 却 し て 必 要 な 手 す り ア セ ン ブ リ １  
０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ の 方 法 で は 、 ス テ ッ プ （ ３ ） で は ソ ー イ ン グ で 保 護 カ バ ー を 形 成 す る こ と に よ り 、 方  
式 が 簡 単 で 、 生 産 加 工 が 便 利 で あ る だ け で な く 、 保 護 カ バ ー の 接 合 部 に ミ シ ン 糸 を 形 成 さ  
せ 、 保 護 カ バ ー の 質 感 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 具 体 的 に 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は 、 柔 軟 性 で 弾 性 を 有 す る 構 造 を な し 、 弾 性 構 造 は 緩 衝 機  
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能 を 備 え 、 子 供 が 前 傾 時 に 硬 い 手 す り ア セ ン ブ リ に 衝 突 し て 子 供 に 傷 害 を 与 え る こ と を 防  
止 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 さ ら に 、 具 体 的 に 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は Ｅ Ｖ Ａ 発 泡 綿 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ は Ｐ Ｕ で あ り  
、 こ の よ う に 、 形 成 さ れ た 保 護 カ バ ー の 保 護 効 果 が 良 く 、 質 感 が あ り 、 グ レ ー ド が 高 く 、  
２ 種 類 の 保 護 層 間 の 粘 着 固 定 が 容 易 で 、 そ の 堅 牢 性 が 良 く 、 緩 み や 層 状 、 皺 に な り に く い  
、 一 体 の 構 造 感 が 強 く 、 質 感 が 良 く 、 外 観 性 が 良 い と と も に 、 こ の ２ 種 類 の 材 料 は 入 手 し  
や す く 、 購 入 コ ス ト が 相 対 的 に 低 く 、 生 産 加 工 コ ス ト を 良 好 に 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 具 体 的 に 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ と 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ と は い ず れ も フ ィ ル ム 構 造 で あ り 、 そ  
の 平 坦 性 、 延 性 が 良 く 、 粘 着 層 の 配 置 、 敷 設 及 び 後 続 ベ ー キ ン グ 熱 溶 融 時 に 位 置 固 定 が 良  
く 、 位 置 ず れ や 変 位 が な く 、 そ れ に よ り 後 続 ベ ー キ ン グ 熱 溶 融 が 便 利 で 、 粘 着 後 の 強 度 を  
保 証 し 、 ２ つ の 保 護 層 の 間 及 び 保 護 カ バ ー と 手 す り 本 体 と の 間 が 容 易 に 外 れ な い よ う に し  
、 さ ら に 、 保 護 カ バ ー の 保 護 効 果 を 保 証 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 さ ら に 、 具 体 的 に 、 手 す り 本 体 １ １ は 、 中 空 構 造 の 金 属 パ イ プ 部 材 で あ り 、 第 １ の 粘 着  
層 １ ４ は 、 Ｔ Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム を 使 用 し 、 Ｔ Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 表 面 は 滑  
ら か で 、 手 す り 本 体 １ １ が 保 護 カ バ ー を 通 過 す る の に 便 利 で 、 生 産 加 工 が 便 利 で 、 生 産 加  
工 効 率 を 向 上 さ せ 、 手 す り 本 体 は 金 属 材 質 で あ る た め 、 Ｔ Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム を 採  
用 す る と 粘 着 効 果 が よ り 良 く 、 粘 着 が よ り 強 固 で あ る が 、 こ れ に 限 ら ず 、 第 １ の 粘 着 層 １  
１ ３ は 、 Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 、 Ｐ Ｐ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 、 Ｐ Ｓ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ  
ル ム 及 び Ｐ Ａ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム の い ず れ か で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 第 １ の 粘 着 層 １ ４ は 、 ホ ッ ト プ レ ス 又 は 真 空 吸 着 に よ り 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 手 す り 本  
体 １ １ と が 接 触 す る 表 面 に 粘 着 固 定 す る こ と が で き 、 こ の よ う に 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ の 固  
定 が 便 利 で あ り 、 か つ 固 定 が 確 実 で あ り 、 脱 落 や 変 位 や 位 置 ず れ が な く 、 保 護 カ バ ー と 手  
す り 本 体 と の 間 の 固 定 の 信 頼 性 と 安 定 性 と を 保 証 し 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ を 第 １ の 保 護 層 １  
２ に 粘 着 固 定 す る 他 の 粘 着 固 定 方 式 も 本 願 に 含 ま れ る 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ は 、 ホ ッ ト プ レ ス 又 は 真 空 吸 着 に よ り 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と 第 １ の 保  
護 層 １ ２ と の 接 触 面 に 粘 着 固 定 す る こ と が で き 、 こ の よ う に 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 ２ の 保  
護 層 １ ３ に 予 め 固 定 す る こ と に よ り 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と の 粘 着 固 定  
時 に 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ の 変 位 又 は 位 置 ず れ を 回 避 し 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層 １  
３ と の 粘 着 固 定 の 信 頼 性 を 保 証 す る こ と が で き 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 ２ の 保 護 層 １ ３ に  
粘 着 固 定 す る 他 の 粘 着 固 定 方 式 も 本 願 に 含 ま れ る 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 も ち ろ ん 、 上 記 の ベ ー キ ン グ 温 度 は 恒 温 温 度 で あ り 、 す な わ ち ベ ー キ ン グ 時 間 の 長 さ に  
応 じ て 上 昇 又 は 低 下 し な い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ （ ３ ） で は 、 基 材 層 を 折 り 曲 げ て 手 す り 本 体 １ １ に 合 わ せ る 保 護 カ バ ー  
と し て 手 作 業 で 縫 合 す る こ と が で き 、 手 作 業 で 縫 合 す る と そ の 質 感 が よ り 良 く な り 、 保 護  
カ バ ー 、 手 す り ア セ ン ブ リ 及 び 子 供 用 キ ャ リ ア 全 体 の 質 感 と グ レ ー ド を よ り 高 め る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 な お 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は 、 軟 質 ゴ ム 構 造 又 は 他 の 発 泡 綿 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 な お 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ は 、 Ｐ Ｖ Ｃ 又 は 本 革 又 は 他 の 皮 革 素 材 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 な お 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と の 間 も 接 着 剤 に よ り 固 定 す る こ と が で き  
、 接 着 剤 に よ る 粘 着 が 簡 単 で 、 固 定 が 確 実 で 、 コ ス ト が 低 い 。
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【 ０ ０ ８ ９ 】
　 な お 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ は 、 ホ ッ ト プ レ ス 、 真 空 吸 着 に よ り 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２  
の 保 護 層 １ ３ と が 接 触 す る 表 面 に 粘 着 固 定 す る こ と も で き 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 １ の 保  
護 層 １ ２ に 粘 着 固 定 す る 他 の 粘 着 固 定 方 式 も 本 願 に 含 ま れ る 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 な お 、 ベ ー キ ン グ 温 度 は 、 ８ ０ ℃ 、 ８ ５ ℃ 、 ９ ０ ℃ 、 ９ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ℃ 、 １ ０ ５ ℃ 、 １  
１ ０ ℃ 、 １ １ ５ ℃ 、 １ ２ ０ ℃ 、 １ ２ ５ ℃ 、 １ ３ ５ ℃ 、 １ ４ ０ ℃ 、 １ ４ ５ ℃ 、 １ ５ ０ ℃ な ど  
で あ っ て も よ く 、 具 体 的 に は 、 手 す り 本 体 の 材 質 及 び ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム の タ イ プ に 応  
じ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 な お 、 ベ ー キ ン グ 時 間 は 、 ２ 分 、 ２ . ５ 分 、 ３ 分 、 ３ . ５ 分 、 ４ . ５ 分 、 ５ 分 、 ５ . ５ 分 、 ６  
分 な ど で あ っ て も よ く 、 具 体 的 に は 、 手 す り 本 体 の 材 質 及 び ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム の タ イ  
プ に 応 じ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 な お 、 手 す り 本 体 １ １ は 、 中 空 構 造 の プ ラ ス チ ッ ク パ イ プ 部 材 又 は 中 実 の プ ラ ス チ ッ ク  
パ イ プ 部 材 で あ っ て も よ く 、 好 ま し く は 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ は 、 Ｐ Ｐ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル  
ム を 使 用 す る こ と が で き 、 そ の 粘 着 効 果 は よ り 良 く 、 粘 着 は 、 よ り 強 固 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 実 施 例 七 ：
　 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 上 記 の 実 施 例 二 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 構 造 を 例 と し 、 手 す  
り ア セ ン ブ リ １ ０ が 手 す り 本 体 １ １ を 含 み 、 手 す り 本 体 １ １ の 外 部 に 柔 軟 性 構 造 の 第 １ の  
保 護 層 １ ２ が 被 覆 さ れ て お り 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ の 外 部 に 第 ２ の 保 護 層 １ ３ が 被 覆 さ れ て  
お り 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ に よ り 第 １ の 保 護 層 １ ２ を 遮 蔽 す る こ と で 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ の  
外 界 へ の 露 出 を 回 避 し 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ の 両 端 は 、 そ れ ぞ れ 折 り 曲 げ ら れ て 延 び 、 第 １  
の 保 護 層 １ ２ の 両 端 を 被 覆 す る 折 曲 部 １ ３ １ を 形 成 し 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 例 は  
、 さ ら に 、 手 す り ア セ ン ブ リ １ ０ の 製 造 方 法 を 提 供 し 、 以 下 の ス テ ッ プ を 含 む 、 す な わ ち 、
（ １ ） 第 １ の 保 護 層 １ ２ 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ 及 び 第 １ の 粘 着 層 １ ４ を 提 供 し 、 第 １ の 粘 着  
層 １ ４ は 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 手 す り 本 体 １ １ と 接 触 す る 表 面 に 粘 着 さ れ 、 第 １ の 粘 着 層  
１ ４ は 、 ホ ッ ト メ ル ト 材 質 で あ り 、
（ ２ １ ） 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 提 供 し 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ は 、 ホ ッ ト メ ル ト 材 質 で あ り 、 第  
２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 接 触 す る 表 面 に 粘 着 固 定 し て 、  
基 材 層 ブ ラ ン ク を 形 成 し 、
（ ２ ３ ） 第 ２ の 保 護 層 の 縁 部 の 予 定 部 分 を 下 に 折 り 曲 げ て 折 曲 部 を 形 成 し 、 第 １ の 保 護 層  
の 端 部 を 覆 い 、
（ ２ ２ ） 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ が 完 全 に 溶 融 す る ま で 、 基 材 層 ブ ラ ン ク を １ ３ ０ ℃ の 環 境 下 で  
４ 分 間 ベ ー キ ン グ し 、 こ れ に よ り 、 第 ２ の 保 護 層 と 折 曲 部 は 、 第 ２ の 粘 着 層 が 完 全 に 溶 融  
し た 後 、 第 １ の 保 護 層 に 粘 着 固 定 さ れ 、 基 材 層 ブ ラ ン ク を 冷 却 し て 所 望 の 基 材 層 を 形 成 し 、
（ ３ ） 基 材 層 を 捲 っ て 手 す り 本 体 １ １ に 合 わ せ る 保 護 カ バ ー と し て 形 成 し 、 保 護 カ バ ー は  
筒 状 構 造 で あ り 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ が 保 護 カ バ ー の 内 側 に 位 置 し 、
（ ４ ） 保 護 カ バ ー に 合 わ せ る 手 す り 本 体 １ １ を 保 護 カ バ ー に 挿 入 し て 、 手 す り ア セ ン ブ リ  
ブ ラ ン ク を 形 成 し 、
（ ５ ） 第 １ の 粘 着 層 １ ４ が 完 全 に 溶 融 す る ま で 、 手 す り ア セ ン ブ リ ブ ラ ン ク を １ ３ ０ ℃ の  
環 境 下 で ４ 分 間 ベ ー キ ン グ し 、
（ ６ ） ベ ー キ ン グ さ れ た 手 す り ア セ ン ブ リ ブ ラ ン ク を 冷 却 し て 必 要 な 手 す り ア セ ン ブ リ １  
０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 こ の 方 法 で は 、 折 曲 部 と そ の 加 工 方 法 を 設 置 す る こ と に よ り 、 第 １ の 保 護 層 の 端 部 が 露  
出 し や す い た め 、 折 曲 部 を 設 置 す る こ と に よ り 、 第 １ の 保 護 層 の 端 部 が 露 出 す る の を よ く  
防 止 で き 、 児 童 が 噛 ん で 誤 っ て 飲 み 込 む の を 回 避 し 、 児 童 の 生 命 安 全 を 保 障 し 、 し か も 折  
曲 部 の 固 定 と 保 護 カ バ ー と 手 す り 本 体 の 固 定 が 同 時 に 行 わ れ 、 生 産 効 率 が よ り 高 い 。
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【 ０ ０ ９ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 予 定 部 分 は 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ を 第 ２ の 保 護 層 １ ３ に 粘 着 固 定 し た 際 に 第  
２ の 保 護 層 １ ３ の 縁 が 第 １ の 保 護 層 １ ２ に 覆 わ れ て い な い 部 分 で 形 成 さ れ 、 予 定 部 分 を 下  
に 折 り 曲 げ て 折 曲 部 １ ３ １ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 具 体 的 に 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は 、 柔 軟 性 で 弾 性 を 有 す る 構 造 を な し 、 弾 性 構 造 は 緩 衝 機  
能 を 備 え 、 子 供 が 前 傾 時 に 硬 い 手 す り ア セ ン ブ リ に 衝 突 し て 子 供 に 傷 害 を 与 え る こ と を 防  
止 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 さ ら に 、 具 体 的 に 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は Ｅ Ｖ Ａ 発 泡 綿 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ は Ｐ Ｕ で あ り  
、 こ の よ う に 、 形 成 さ れ た 保 護 カ バ ー の 保 護 効 果 が 良 く 、 質 感 が あ り 、 グ レ ー ド が 高 く 、  
２ 種 類 の 保 護 層 間 の 粘 着 固 定 が 容 易 で 、 そ の 堅 牢 性 が 良 く 、 緩 み や 層 状 、 皺 に な り に く い  
、 一 体 の 構 造 感 が 強 く 、 質 感 が 良 く 、 外 観 性 が 良 い と と も に 、 こ の ２ 種 類 の 材 料 は 入 手 し  
や す く 、 購 入 コ ス ト が 相 対 的 に 低 く 、 生 産 加 工 コ ス ト を 良 好 に 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 具 体 的 に 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ と 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ と は い ず れ も フ ィ ル ム 構 造 で あ り 、 そ  
の 平 坦 性 、 延 性 が 良 く 、 粘 着 層 の 配 置 、 敷 設 及 び 後 続 ベ ー キ ン グ 熱 溶 融 時 に 位 置 固 定 が 良  
く 、 位 置 ず れ や 変 位 が な く 、 そ れ に よ り 後 続 ベ ー キ ン グ 熱 溶 融 が 便 利 で 、 粘 着 後 の 強 度 を  
保 証 し 、 ２ つ の 保 護 層 の 間 及 び 保 護 カ バ ー と 手 す り 本 体 と の 間 が 容 易 に 外 れ な い よ う に し  
、 さ ら に 、 保 護 カ バ ー の 保 護 効 果 を 保 証 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 さ ら に 、 具 体 的 に 、 手 す り 本 体 １ １ は 、 中 空 構 造 の 金 属 パ イ プ 部 材 で あ り 、 第 １ の 粘 着  
層 １ ４ は 、 Ｔ Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム を 使 用 し 、 Ｔ Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 表 面 は 滑  
ら か で 、 手 す り 本 体 １ １ が 保 護 カ バ ー を 通 過 す る の に 便 利 で 、 生 産 加 工 が 便 利 で 、 生 産 加  
工 効 率 を 向 上 さ せ 、 手 す り 本 体 は 金 属 材 質 で あ る た め 、 Ｔ Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム を 採  
用 す る と 粘 着 効 果 が よ り 良 く 、 粘 着 が よ り 強 固 で あ る が 、 こ れ に 限 ら ず 、 第 １ の 粘 着 層 １  
１ ３ は 、 Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 、 Ｐ Ｐ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 、 Ｐ Ｓ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ  
ル ム 及 び Ｐ Ａ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム の い ず れ か で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 第 １ の 粘 着 層 １ ４ は 、 ホ ッ ト プ レ ス 又 は 真 空 吸 着 に よ り 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 手 す り 本  
体 １ １ と が 接 触 す る 表 面 に 粘 着 固 定 す る こ と が で き 、 こ の よ う に 第 １ の 粘 着 層 １ ４ の 固 定  
が 便 利 で あ り 、 か つ 固 定 が 確 実 で あ り 、 脱 落 や 変 位 や 位 置 ず れ が な く 、 保 護 カ バ ー と 手 す  
り 本 体 と の 間 の 固 定 の 信 頼 性 と 安 定 性 と を 保 証 し 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ を 第 １ の 保 護 層 １ ２  
に 粘 着 固 定 す る 他 の 粘 着 固 定 方 式 も 本 願 に 含 ま れ る 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ は 、 ホ ッ ト プ レ ス 又 は 真 空 吸 着 に よ り 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と 第 １ の 保  
護 層 １ ２ と の 接 触 面 に 粘 着 固 定 す る こ と が で き 、 こ の よ う に 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 ２ の 保  
護 層 １ ３ に 予 め 固 定 す る こ と に よ り 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と の 粘 着 固 定  
時 に 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ の 変 位 又 は 位 置 ず れ を 回 避 し 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層 １  
３ と の 粘 着 固 定 の 信 頼 性 を 保 証 す る こ と が で き 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 ２ の 保 護 層 １ ３ に  
粘 着 固 定 す る 他 の 粘 着 固 定 方 式 も 本 願 に 含 ま れ る 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 も ち ろ ん 、 上 記 の ベ ー キ ン グ 温 度 は 恒 温 温 度 で あ り 、 す な わ ち ベ ー キ ン グ 時 間 の 長 さ に  
応 じ て 上 昇 又 は 低 下 し な い 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ （ ２ ３ ） は 、 ス テ ッ プ （ ２ ２ ） の 後 に 位 置 し て も 良 く 、 す な わ ち 、 第 １  
の 保 護 層 と 第 ２ の 保 護 層 と を 粘 着 固 定 し た 後 、 折 曲 部 を 粘 着 固 定 し 、 こ の よ う に 、 第 １ の  
保 護 層 端 部 の 被 覆 効 果 を 保 証 す る た め に 折 曲 部 を よ く 粘 着 固 定 す る こ と も で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 な お 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は 、 軟 質 ゴ ム 構 造 又 は 他 の 発 泡 綿 で あ っ て も よ い 。
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【 ０ １ ０ ５ 】
　 な お 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ は 、 Ｐ Ｖ Ｃ 又 は 本 革 又 は 他 の 皮 革 素 材 で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 な お 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と の 間 も 接 着 剤 に よ り 固 定 す る こ と が で き  
、 接 着 剤 に よ る 粘 着 が 簡 単 で 、 固 定 が 確 実 で 、 コ ス ト が 低 い 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 な お 、 折 曲 部 １ ３ １ は 、 接 着 剤 で 第 １ の 保 護 層 に 粘 着 固 定 さ れ て も 良 い 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 な お 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ は 、 ホ ッ ト プ レ ス 又 は 真 空 吸 着 に よ り 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と 第  
１ の 保 護 層 １ ２ と の 接 触 面 に 粘 着 固 定 す る こ と が で き 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 １ の 保 護 層  
１ ２ に 粘 着 固 定 す る 他 の 粘 着 固 定 方 式 も 本 願 に 含 ま れ る 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ （ ３ ） で は 、 基 材 層 を 捲 っ て 手 す り 本 体 １ １ に 合 わ せ る 保 護 カ バ ー と し  
て ソ ー イ ン グ 又 は 手 作 業 で 縫 合 す る こ と で 、 方 式 が 簡 単 で 、 生 産 加 工 が 便 利 な だ け で な く  
、 保 護 カ バ ー の 接 合 部 に ミ シ ン 糸 を 形 成 さ せ 、 保 護 カ バ ー 、 手 す り ア セ ン ブ リ 及 び 子 供 用  
キ ャ リ ア の 質 感 及 び グ レ ー ド を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 な お 、 ベ ー キ ン グ 温 度 は 、 ８ ０ ℃ 、 ８ ５ ℃ 、 ９ ０ ℃ 、 ９ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ℃ 、 １ ０ ５ ℃ 、 １  
１ ０ ℃ 、 １ １ ５ ℃ 、 １ ２ ０ ℃ 、 １ ２ ５ ℃ 、 １ ３ ５ ℃ 、 １ ４ ０ ℃ 、 １ ４ ５ ℃ 、 １ ５ ０ ℃ な ど  
で あ っ て も よ く 、 具 体 的 に は 、 手 す り 本 体 の 材 質 及 び ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム の タ イ プ に 応  
じ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 な お 、 ベ ー キ ン グ 時 間 は 、 ２ 分 、 ２ . ５ 分 、 ３ 分 、 ３ . ５ 分 、 ４ . ５ 分 、 ５ 分 、 ５ . ５ 分 、 ６  
分 な ど で あ っ て も よ く 、 具 体 的 に は 、 手 す り 本 体 の 材 質 及 び ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム の タ イ  
プ に 応 じ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 な お 、 手 す り 本 体 １ １ は 、 中 空 構 造 の プ ラ ス チ ッ ク パ イ プ 部 材 又 は 中 実 の プ ラ ス チ ッ ク  
パ イ プ 部 材 で あ っ て も よ く 、 好 ま し く は 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ は 、 Ｐ Ｐ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル  
ム を 使 用 す る こ と が で き 、 そ の 粘 着 効 果 は よ り 良 く 、 粘 着 は 、 よ り 強 固 で あ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 実 施 例 八 ：
　 図 ２ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 上 記 の 実 施 例 三 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 構 造 を 例 と し 、 手 す  
り ア セ ン ブ リ １ ０ が 手 す り 本 体 １ １ を 含 み 、 手 す り 本 体 １ １ の 外 部 に 柔 軟 性 構 造 の 第 １ の  
保 護 層 １ ２ が 被 覆 さ れ て お り 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ の 外 部 に 第 ２ の 保 護 層 １ ３ が 被 覆 さ れ て  
お り 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ に よ り 第 １ の 保 護 層 １ ２ を 遮 蔽 す る こ と で 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ の  
外 界 へ の 露 出 を 回 避 し 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ の 両 端 は 、 そ れ ぞ れ 折 り 曲 げ ら れ て 延 び 、 第 １  
の 保 護 層 １ ２ の 両 端 を 被 覆 す る 折 曲 部 １ ３ １ を 形 成 し 、 折 曲 部 １ ３ １ の 末 端 は 、 前 記 手 す  
り 本 体 １ １ の 端 部 ま で 延 び 、 手 す り 本 体 １ １ の 端 部 に 少 な く と も 部 分 的 に 密 着 し 、 図 ７ に  
示 す よ う に 、 こ の 実 施 例 は 、 さ ら に 、 手 す り ア セ ン ブ リ １ ０ の 製 造 方 法 を 提 供 し 、 以 下 の  
ス テ ッ プ を 含 む 、 す な わ ち 、
（ １ ） 第 １ の 保 護 層 １ ２ 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ 及 び 第 １ の 粘 着 層 １ ４ を 提 供 し 、 第 １ の 粘 着  
層 １ ４ は 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 手 す り 本 体 １ １ と 接 触 す る 表 面 に 粘 着 さ れ 、 第 １ の 粘 着 層  
１ ４ は 、 ホ ッ ト メ ル ト 材 質 で あ り 、
（ ２ １ ） 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 提 供 し 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ は 、 ホ ッ ト メ ル ト 材 質 で あ り 、 第  
２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 接 触 す る 表 面 に 粘 着 固 定 し て 、  
基 材 層 ブ ラ ン ク を 形 成 し 、
（ ２ ３ ） 第 ２ の 保 護 層 の 縁 部 の 予 定 部 分 を 下 に 折 り 曲 げ て 折 曲 部 を 形 成 し 、 第 １ の 保 護 層  
の 端 部 を 被 覆 し 、 折 曲 部 の 末 端 が 手 す り 本 体 の 端 部 ま で 延 び 手 す り 本 体 の 端 部 に 少 な く と  
も 部 分 的 に 密 着 さ れ 、
（ ２ ２ ） 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ が 完 全 に 溶 融 す る ま で 、 基 材 層 ブ ラ ン ク を １ ３ ０ ℃ の 環 境 下 で  
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４ 分 間 ベ ー キ ン グ し 、 こ れ に よ り 、 第 ２ の 保 護 層 と 折 曲 部 と は 、 第 ２ の 粘 着 層 が 完 全 に 溶  
融 し た 後 、 第 １ の 保 護 層 に 粘 着 固 定 さ れ 、 基 材 層 ブ ラ ン ク を 冷 却 し て 所 望 の 基 材 層 を 形 成  
し 、
（ ３ ） 基 材 層 を 捲 っ て 手 す り 本 体 １ １ に 合 わ せ る 保 護 カ バ ー と し て 形 成 し 、 保 護 カ バ ー は  
筒 状 構 造 で あ り 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ が 保 護 カ バ ー の 内 側 に 位 置 し 、
（ ４ ） 保 護 カ バ ー に 合 わ せ る 手 す り 本 体 １ １ を 保 護 カ バ ー に 挿 入 し て 、 手 す り ア セ ン ブ リ  
ブ ラ ン ク を 形 成 し 、
（ ５ ） 第 １ の 粘 着 層 １ ４ が 完 全 に 溶 融 す る ま で 、 手 す り ア セ ン ブ リ ブ ラ ン ク を １ ３ ０ ℃ の  
環 境 下 で ４ 分 間 ベ ー キ ン グ し 、
（ ６ ） ベ ー キ ン グ さ れ た 手 す り ア セ ン ブ リ ブ ラ ン ク を 冷 却 し て 必 要 な 手 す り ア セ ン ブ リ １  
０ を 形 成 す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 予 定 部 分 は 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ を 第 ２ の 保 護 層 １ ３ に 粘 着 固 定 し た 際 に 第  
２ の 保 護 層 １ ３ の 縁 が 第 １ の 保 護 層 １ ２ に 覆 わ れ て い な い 部 分 で 形 成 さ れ 、 予 定 部 分 を 下  
に 折 り 曲 げ て 折 曲 部 １ ３ １ を 形 成 す る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 こ の 方 法 で は 、 折 曲 部 と そ の 加 工 方 法 を 設 置 し 、 折 曲 部 の 末 端 を 手 す り 本 体 の 端 部 ま で  
延 び 、 手 す り 本 体 の 端 部 に 少 な く と も 部 分 的 に 密 着 さ せ る こ と に よ り 、 折 曲 部 の 長 さ と 被  
覆 面 積 を 増 加 さ せ 、 第 １ の 保 護 層 の 端 部 を よ り 露 出 し に く く し 、 児 童 の 生 命 安 全 を よ り よ  
く 保 障 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 予 定 部 分 は 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ を 第 ２ の 保 護 層 １ ３ に 粘 着 固 定 し た 際 に 第  
２ の 保 護 層 １ ３ の 縁 が 第 １ の 保 護 層 １ ２ に 覆 わ れ て い な い 部 分 で 形 成 さ れ 、 予 定 部 分 を 下  
に 折 り 曲 げ て 折 曲 部 １ ３ １ を 形 成 す る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 具 体 的 に 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は 、 柔 軟 性 で 弾 性 を 有 す る 構 造 を な し 、 弾 性 構 造 は 緩 衝 機  
能 を 備 え 、 子 供 が 前 傾 時 に 硬 い 手 す り ア セ ン ブ リ に 衝 突 し て 子 供 に 傷 害 を 与 え る こ と を 防  
止 す る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 さ ら に 、 具 体 的 に 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は Ｅ Ｖ Ａ 発 泡 綿 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ は Ｐ Ｕ で あ り  
、 こ の よ う に 、 形 成 さ れ た 保 護 カ バ ー の 保 護 効 果 が 良 く 、 質 感 が あ り 、 グ レ ー ド が 高 く 、  
２ 種 類 の 保 護 層 間 の 粘 着 固 定 が 容 易 で 、 そ の 堅 牢 性 が 良 く 、 緩 み や 層 状 、 皺 に な り に く い  
、 一 体 の 構 造 感 が 強 く 、 質 感 が 良 く 、 外 観 性 が 良 い と と も に 、 こ の ２ 種 類 の 材 料 は 入 手 し  
や す く 、 購 入 コ ス ト が 相 対 的 に 低 く 、 生 産 加 工 コ ス ト を 良 好 に 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 具 体 的 に 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ と 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ と は い ず れ も フ ィ ル ム 構 造 で あ り 、 そ  
の 平 坦 性 、 延 性 が 良 く 、 粘 着 層 の 配 置 、 敷 設 及 び 後 続 ベ ー キ ン グ 熱 溶 融 時 に 位 置 固 定 が 良  
く 、 位 置 ず れ や 変 位 が な く 、 そ れ に よ り 後 続 ベ ー キ ン グ 熱 溶 融 が 便 利 で 、 粘 着 後 の 強 度 を  
保 証 し 、 ２ つ の 保 護 層 の 間 及 び 保 護 カ バ ー と 手 す り 本 体 と の 間 が 容 易 に 外 れ な い よ う に し  
、 さ ら に 、 保 護 カ バ ー の 保 護 効 果 を 保 証 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 具 体 的 に 、 手 す り 本 体 １ １ は 、 中 空 構 造 の 金 属 パ イ プ 部 材 で あ り 、 第 １ の 粘 着  
層 １ ４ は 、 Ｔ Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム を 使 用 し 、 Ｔ Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 表 面 は 滑  
ら か で 、 手 す り 本 体 １ １ が 保 護 カ バ ー を 通 過 す る の に 便 利 で 、 生 産 加 工 が 便 利 で 、 生 産 加  
工 効 率 を 向 上 さ せ 、 手 す り 本 体 は 金 属 材 質 で あ る た め 、 Ｔ Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム を 採  
用 す る と 粘 着 効 果 が よ り 良 く 、 粘 着 が よ り 強 固 で あ る が 、 こ れ に 限 ら ず 、 第 １ の 粘 着 層 １  
１ ３ は 、 Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 、 Ｐ Ｐ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 、 Ｐ Ｓ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ  
ル ム 及 び Ｐ Ａ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム の い ず れ か で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 第 １ の 粘 着 層 １ ４ は 、 ホ ッ ト プ レ ス 又 は 真 空 吸 着 に よ り 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 手 す り 本  
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体 １ １ と が 接 触 す る 表 面 に 粘 着 固 定 す る こ と が で き 、 こ の よ う に 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ の 固  
定 が 便 利 で あ り 、 か つ 固 定 が 確 実 で あ り 、 脱 落 や 変 位 や 位 置 ず れ が な く 、 保 護 カ バ ー と 手  
す り 本 体 と の 間 の 固 定 の 信 頼 性 と 安 定 性 と を 保 証 し 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ を 第 １ の 保 護 層 １  
２ に 粘 着 固 定 す る 他 の 粘 着 固 定 方 式 も 本 願 に 含 ま れ る 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ は 、 ホ ッ ト プ レ ス 又 は 真 空 吸 着 に よ り 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と 第 １ の 保  
護 層 １ ２ と の 接 触 面 に 粘 着 固 定 す る こ と が で き 、 こ の よ う に 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 ２ の  
保 護 層 １ ３ に 予 め 固 定 す る こ と に よ り 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と の 粘 着 固  
定 時 に 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ の 変 位 又 は 位 置 ず れ を 回 避 し 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層  
１ ３ と の 粘 着 固 定 の 信 頼 性 を 保 証 す る こ と が で き 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 ２ の 保 護 層 １ ３  
に 粘 着 固 定 す る 他 の 粘 着 固 定 方 式 も 本 願 に 含 ま れ る 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 も ち ろ ん 、 上 記 の ベ ー キ ン グ 温 度 は 恒 温 温 度 で あ り 、 す な わ ち ベ ー キ ン グ 時 間 の 長 さ に  
応 じ て 上 昇 又 は 低 下 し な い 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ （ ２ ３ ） は 、 ス テ ッ プ （ ２ ２ ） の 後 に 位 置 し て も 良 く 、 す な わ ち 、 第 １  
の 保 護 層 と 第 ２ の 保 護 層 と を 粘 着 固 定 し た 後 、 折 曲 部 を 粘 着 固 定 し 、 こ の よ う に 、 第 １ の  
保 護 層 端 部 の 被 覆 効 果 を 保 証 す る た め に 折 曲 部 を よ く 粘 着 固 定 す る こ と も で き る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 な お 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は 、 軟 質 ゴ ム 構 造 又 は 他 の 発 泡 綿 で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 な お 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ は 、 Ｐ Ｖ Ｃ 又 は 本 革 又 は 他 の 皮 革 素 材 で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 な お 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と の 間 も 接 着 剤 に よ り 固 定 す る こ と が で き  
、 接 着 剤 に よ る 粘 着 が 簡 単 で 、 固 定 が 確 実 で 、 コ ス ト が 低 い 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 な お 、 折 曲 部 １ ３ １ は 、 接 着 剤 で 第 １ の 保 護 層 に 粘 着 固 定 さ れ て も 良 い 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 な お 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ は 、 ホ ッ ト プ レ ス 、 真 空 吸 着 に よ り 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２  
の 保 護 層 １ ３ と が 接 触 す る 表 面 に 粘 着 固 定 す る こ と も で き 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 １ の 保  
護 層 １ ２ に 粘 着 固 定 す る 他 の 粘 着 固 定 方 式 も 本 願 に 含 ま れ る 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ （ ３ ） で は 、 基 材 層 を 捲 っ て 手 す り 本 体 １ １ に 合 わ せ る 保 護 カ バ ー と し  
て ソ ー イ ン グ 又 は 手 作 業 で 縫 合 す る こ と で 、 方 式 が 簡 単 で 、 生 産 加 工 が 便 利 な だ け で な く  
、 保 護 カ バ ー の 接 合 部 に ミ シ ン 糸 を 形 成 さ せ 、 保 護 カ バ ー 、 手 す り ア セ ン ブ リ 及 び 子 供 用  
キ ャ リ ア 全 体 の 質 感 及 び グ レ ー ド を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 な お 、 ベ ー キ ン グ 温 度 は 、 ８ ０ ℃ 、 ８ ５ ℃ 、 ９ ０ ℃ 、 ９ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ℃ 、 １ ０ ５ ℃ 、 １  
１ ０ ℃ 、 １ １ ５ ℃ 、 １ ２ ０ ℃ 、 １ ２ ５ ℃ 、 １ ３ ５ ℃ 、 １ ４ ０ ℃ 、 １ ４ ５ ℃ 、 １ ５ ０ ℃ な ど  
で あ っ て も よ く 、 具 体 的 に は 、 手 す り 本 体 の 材 質 及 び ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム の タ イ プ に 応  
じ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 な お 、 ベ ー キ ン グ 時 間 は 、 ２ 分 、 ２ . ５ 分 、 ３ 分 、 ３ . ５ 分 、 ４ . ５ 分 、 ５ 分 、 ５ . ５ 分 、 ６  
分 な ど で あ っ て も よ く 、 具 体 的 に は 、 手 す り 本 体 の 材 質 及 び ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム の タ イ  
プ に 応 じ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 な お 、 手 す り 本 体 １ １ は 、 中 空 構 造 の プ ラ ス チ ッ ク パ イ プ 部 材 又 は 中 実 の プ ラ ス チ ッ ク  
パ イ プ 部 材 で あ っ て も よ く 、 好 ま し く は 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ は 、 Ｐ Ｐ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル  
ム を 使 用 す る こ と が で き 、 そ の 粘 着 効 果 は よ り 良 く 、 粘 着 は 、 よ り 強 固 で あ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
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　 実 施 例 九 ：
　 図 ２ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 上 記 の 実 施 例 四 の 手 す り ア セ ン ブ リ の 構 造 を 例 と し 、 手 す  
り ア セ ン ブ リ １ ０ が 手 す り 本 体 １ １ を 含 み 、 手 す り 本 体 １ １ の 外 部 に 柔 軟 性 構 造 の 第 １ の  
保 護 層 １ ２ が 被 覆 さ れ て お り 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ の 外 部 に 第 ２ の 保 護 層 １ ３ が 被 覆 さ れ て  
お り 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ に よ り 第 １ の 保 護 層 １ ２ を 遮 蔽 す る こ と で 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ の  
外 界 へ の 露 出 を 回 避 し 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ の 両 端 は 、 そ れ ぞ れ 折 り 曲 げ ら れ て 延 び 、 第 １  
の 保 護 層 １ ２ の 両 端 を 被 覆 す る 折 曲 部 １ ３ １ を 形 成 し 、 折 曲 部 １ ３ １ は 、 第 １ の 保 護 層 １  
２ の 端 部 を 迂 回 し て 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 手 す り 本 体 １ １ と の 接 触 面 の 間 に 嵌 め 込 ま れ 、 折  
曲 部 １ ３ １ は 、 手 す り 本 体 １ １ の 外 表 面 に 密 着 さ れ て 固 定 さ れ 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 こ の  
実 施 例 は 、 さ ら に 、 手 す り ア セ ン ブ リ １ ０ の 製 造 方 法 を 提 供 し 、 以 下 の ス テ ッ プ を 含 む 、  
す な わ ち 、
（ １ ） 第 １ の 保 護 層 １ ２ 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ 及 び 第 １ の 粘 着 層 １ ４ を 提 供 し 、 第 １ の 粘 着  
層 １ ４ は 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 手 す り 本 体 １ １ と 接 触 す る 表 面 に 粘 着 さ れ 、 第 １ の 粘 着 層  
１ ４ は 、 ホ ッ ト メ ル ト 材 質 で あ り 、
（ ２ １ ） 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 提 供 し 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ は 、 ホ ッ ト メ ル ト 材 質 で あ り 、 第  
２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 接 触 す る 表 面 に 粘 着 固 定 し て 、  
基 材 層 ブ ラ ン ク を 形 成 し 、
（ ２ ３ ） 第 ２ の 保 護 層 １ ３ の 縁 部 の 予 定 部 分 を 下 に 折 り 曲 げ て 折 曲 部 １ ３ １ を 形 成 し 、 第  
１ の 保 護 層 １ ２ の 端 部 を 被 覆 し 、 折 曲 部 １ ３ １ は 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ の 端 部 を 迂 回 し て 第  
１ の 保 護 層 １ ２ と 手 す り 本 体 １ １ と の 接 触 面 の 間 に 嵌 め 込 ま れ 、 折 曲 部 １ ３ １ は 、 手 す り  
本 体 １ １ に 接 続 さ れ 、
（ ２ ２ ） 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ が 完 全 に 溶 融 す る ま で 、 基 材 層 ブ ラ ン ク を １ ３ ０ ℃ の 環 境 下  
で ４ 分 間 ベ ー キ ン グ し こ れ に よ り 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と 折 曲 部 １ ３ １ と は 、 第 ２ の 粘 着 層  
１ ５ が 完 全 に 溶 融 し た 後 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ 及 び 手 す り 本 体 １ １ に 粘 着 固 定 さ れ 、 基 材 層  
ブ ラ ン ク を 冷 却 し て 所 望 の 基 材 層 を 形 成 し 、
（ ３ ） 基 材 層 を 捲 っ て 手 す り 本 体 １ １ に 合 わ せ る 保 護 カ バ ー と し て 形 成 し 、 保 護 カ バ ー は  
筒 状 構 造 で あ り 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ が 保 護 カ バ ー の 内 側 に 位 置 し 、
（ ４ ） 保 護 カ バ ー に 合 わ せ る 手 す り 本 体 １ １ を 保 護 カ バ ー に 挿 入 し て 、 手 す り ア セ ン ブ リ  
ブ ラ ン ク を 形 成 し 、
（ ５ ） 第 １ の 粘 着 層 １ ４ が 完 全 に 溶 融 す る ま で 、 手 す り ア セ ン ブ リ ブ ラ ン ク を １ ３ ０ ℃ の  
環 境 下 で ４ 分 間 ベ ー キ ン グ し 、
（ ６ ） ベ ー キ ン グ さ れ た 手 す り ア セ ン ブ リ ブ ラ ン ク を 冷 却 し て 必 要 な 手 す り ア セ ン ブ リ １  
０ を 形 成 す る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 予 定 部 分 は 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ を 第 ２ の 保 護 層 １ ３ に 粘 着 固 定 し た 際 に 第  
２ の 保 護 層 １ ３ の 縁 が 第 １ の 保 護 層 １ ２ に 覆 わ れ て い な い 部 分 で 形 成 さ れ 、 予 定 部 分 を 下  
に 折 り 曲 げ て 折 曲 部 １ ３ １ を 形 成 す る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 こ の 方 法 で は 、 折 曲 部 と そ の 加 工 方 法 を 設 置 し 、 折 曲 部 が 第 １ の 保 護 層 の 端 部 を 迂 回 し  
て 第 １ の 保 護 層 と 手 す り 本 体 の 接 触 面 と の 間 に 嵌 め 込 み 、 折 曲 部 を 手 す り 本 体 に 接 続 す る  
。 こ の よ う に 、 第 １ の 保 護 層 の 端 部 が 被 覆 さ れ る 長 さ を 増 や し 、 す な わ ち 、 第 １ の 保 護 層  
の 端 部 の 外 側 と 内 側 と が 被 覆 さ れ 、 折 曲 部 が 手 す り 本 体 と 第 １ の 保 護 層 と に よ っ て 挟 み 込  
ま れ 、 折 曲 部 が 外 に 翻 ら な い よ う に す る こ と で 、 第 １ の 保 護 層 の 端 部 が 露 出 す る の を よ り  
よ く 防 止 し 、 児 童 が 露 出 し た 第 １ の 保 護 層 を 噛 ん で 誤 飲 す る こ と を 防 止 し 、 児 童 の 生 命 安  
全 を よ り よ く 保 障 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 予 定 部 分 は 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ を 第 ２ の 保 護 層 １ ３ に 粘 着 固 定 し た 際 に 第  
２ の 保 護 層 １ ３ の 縁 が 第 １ の 保 護 層 １ ２ に 覆 わ れ て い な い 部 分 で 形 成 さ れ 、 予 定 部 分 を 下  
に 折 り 曲 げ て 折 曲 部 １ ３ １ を 形 成 す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
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　 具 体 的 に 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は 、 柔 軟 性 で 弾 性 を 有 す る 構 造 を な し 、 弾 性 構 造 は 緩 衝 機  
能 を 備 え 、 子 供 が 前 傾 時 に 硬 い 手 す り ア セ ン ブ リ に 衝 突 し て 子 供 に 傷 害 を 与 え る こ と を 防  
止 す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 具 体 的 に 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は Ｅ Ｖ Ａ 発 泡 綿 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ は Ｐ Ｕ で あ り  
、 こ の よ う に 、 形 成 さ れ た 保 護 カ バ ー の 保 護 効 果 が 良 く 、 質 感 が あ り 、 グ レ ー ド が 高 く 、  
２ 種 類 の 保 護 層 間 の 粘 着 固 定 が 容 易 で 、 そ の 堅 牢 性 が 良 く 、 緩 み や 層 状 、 皺 に な り に く い  
、 一 体 の 構 造 感 が 強 く 、 質 感 が 良 く 、 外 観 性 が 良 い と と も に 、 こ の ２ 種 類 の 材 料 は 入 手 し  
や す く 、 購 入 コ ス ト が 相 対 的 に 低 く 、 生 産 加 工 コ ス ト を 良 好 に 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 具 体 的 に 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ と 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ と は い ず れ も フ ィ ル ム 構 造 で あ り 、 そ  
の 平 坦 性 、 延 性 が 良 く 、 粘 着 層 の 配 置 、 敷 設 及 び 後 続 ベ ー キ ン グ 熱 溶 融 時 に 位 置 固 定 が 良  
く 、 位 置 ず れ や 変 位 が な く 、 そ れ に よ り 後 続 ベ ー キ ン グ 熱 溶 融 が 便 利 で 、 粘 着 後 の 強 度 を  
保 証 し 、 ２ つ の 保 護 層 の 間 及 び 保 護 カ バ ー と 手 す り 本 体 と の 間 が 容 易 に 外 れ な い よ う に し  
、 さ ら に 、 保 護 カ バ ー の 保 護 効 果 を 保 証 す る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 さ ら に 、 具 体 的 に 、 手 す り 本 体 １ １ は 、 中 空 構 造 の 金 属 パ イ プ 部 材 で あ り 、 第 １ の 粘 着  
層 １ ４ は 、 Ｔ Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム を 使 用 し 、 Ｔ Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 表 面 は 滑  
ら か で 、 手 す り 本 体 １ １ が 保 護 カ バ ー を 通 過 す る の に 便 利 で 、 生 産 加 工 が 便 利 で 、 生 産 加  
工 効 率 を 向 上 さ せ 、 手 す り 本 体 は 金 属 材 質 で あ る た め 、 Ｔ Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム を 採  
用 す る と 粘 着 効 果 が よ り 良 く 、 粘 着 が よ り 強 固 で あ る が 、 こ れ に 限 ら ず 、 第 １ の 粘 着 層 １  
１ ３ は 、 Ｐ Ｕ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 、 Ｐ Ｐ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム 、 Ｐ Ｓ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ  
ル ム 及 び Ｐ Ａ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム の い ず れ か で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 第 １ の 粘 着 層 １ ４ は 、 ホ ッ ト プ レ ス 又 は 真 空 吸 着 に よ り 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 手 す り 本  
体 １ １ と が 接 触 す る 表 面 に 粘 着 固 定 す る こ と が で き 、 こ の よ う に 第 １ の 粘 着 層 １ ４ の 固 定  
が 便 利 で あ り 、 か つ 固 定 が 確 実 で あ り 、 脱 落 や 変 位 や 位 置 ず れ が な く 、 保 護 カ バ ー と 手 す  
り 本 体 と の 間 の 固 定 の 信 頼 性 と 安 定 性 と を 保 証 し 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ を 第 １ の 保 護 層 １ ２  
に 粘 着 固 定 す る 他 の 粘 着 固 定 方 式 も 本 願 に 含 ま れ る 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ は 、 ホ ッ ト プ レ ス 又 は 真 空 吸 着 に よ り 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と 第 １ の 保  
護 層 １ ２ と の 接 触 面 に 粘 着 固 定 す る こ と が で き 、 こ の よ う に 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 ２ の 保  
護 層 １ ３ に 予 め 固 定 す る こ と に よ り 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と の 粘 着 固 定  
時 に 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ の 変 位 又 は 位 置 ず れ を 回 避 し 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層 １  
３ と の 粘 着 固 定 の 信 頼 性 を 保 証 す る こ と が で き 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 ２ の 保 護 層 １ ３ に  
粘 着 固 定 す る 他 の 粘 着 固 定 方 式 も 本 願 に 含 ま れ る 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 も ち ろ ん 、 上 記 の ベ ー キ ン グ 温 度 は 恒 温 温 度 で あ り 、 す な わ ち ベ ー キ ン グ 時 間 の 長 さ に  
応 じ て 上 昇 又 は 低 下 し な い 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ （ ２ ３ ） は 、 ス テ ッ プ （ ２ ２ ） の 後 に 位 置 し て も 良 く 、 す な わ ち 、 第 １  
の 保 護 層 と 第 ２ の 保 護 層 と を 粘 着 固 定 し た 後 、 折 曲 部 を 粘 着 固 定 し 、 こ の よ う に 、 第 １ の  
保 護 層 端 部 の 被 覆 効 果 を 保 証 す る た め に 折 曲 部 を よ く 粘 着 固 定 す る こ と も で き る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 な お 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ は 、 軟 質 ゴ ム 構 造 又 は 他 の 発 泡 綿 で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 な お 、 第 ２ の 保 護 層 １ ３ は 、 Ｐ Ｖ Ｃ 又 は 本 革 又 は 他 の 皮 革 素 材 で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 な お 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２ の 保 護 層 １ ３ と の 間 も 接 着 剤 に よ り 固 定 す る こ と が で き  
、 接 着 剤 に よ る 粘 着 が 簡 単 で 、 固 定 が 確 実 で 、 コ ス ト が 低 い 。
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【 ０ １ ４ ９ 】
　 な お 、 折 曲 部 １ ３ １ は 、 接 着 剤 で 第 １ の 保 護 層 に 粘 着 固 定 さ れ て も よ い 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 な お 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ は 、 ホ ッ ト プ レ ス 、 真 空 吸 着 に よ り 、 第 １ の 保 護 層 １ ２ と 第 ２  
の 保 護 層 １ ３ と が 接 触 す る 表 面 に 粘 着 固 定 す る こ と も で き 、 第 ２ の 粘 着 層 １ ５ を 第 １ の 保  
護 層 １ ２ に 粘 着 固 定 す る 他 の 粘 着 固 定 方 式 も 本 願 に 含 ま れ る 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ （ ３ ） で は 、 基 材 層 を 捲 っ て 手 す り 本 体 １ １ に 合 わ せ る 保 護 カ バ ー と し  
て ソ ー イ ン グ 又 は 手 作 業 で 縫 合 す る こ と で 、 方 式 が 簡 単 で 、 生 産 加 工 が 便 利 な だ け で な く  
、 保 護 カ バ ー の 接 合 部 に ミ シ ン 糸 を 形 成 さ せ 、 保 護 カ バ ー 、 手 す り ア セ ン ブ リ 及 び 子 供 用  
キ ャ リ ア 全 体 の 質 感 及 び グ レ ー ド を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 な お 、 ベ ー キ ン グ 温 度 は 、 ８ ０ ℃ 、 ８ ５ ℃ 、 ９ ０ ℃ 、 ９ ５ ℃ 、 １ ０ ０ ℃ 、 １ ０ ５ ℃ 、 １  
１ ０ ℃ 、 １ １ ５ ℃ 、 １ ２ ０ ℃ 、 １ ２ ５ ℃ 、 １ ３ ５ ℃ 、 １ ４ ０ ℃ 、 １ ４ ５ ℃ 、 １ ５ ０ ℃ な ど  
で あ っ て も よ く 、 具 体 的 に は 、 手 す り 本 体 の 材 質 及 び ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム の タ イ プ に 応  
じ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 な お 、 ベ ー キ ン グ 時 間 は 、 ２ 分 、 ２ . ５ 分 、 ３ 分 、 ３ . ５ 分 、 ４ . ５ 分 、 ５ 分 、 ５ . ５ 分 、 ６  
分 な ど で あ っ て も よ く 、 具 体 的 に は 、 手 す り 本 体 の 材 質 及 び ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル ム の タ イ  
プ に 応 じ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 な お 、 手 す り 本 体 １ １ は 、 中 空 構 造 の プ ラ ス チ ッ ク パ イ プ 部 材 又 は 中 実 の プ ラ ス チ ッ ク  
パ イ プ 部 材 で あ っ て も よ く 、 好 ま し く は 、 第 １ の 粘 着 層 １ ４ は 、 Ｐ Ｐ ホ ッ ト メ ル ト フ ィ ル  
ム を 使 用 す る こ と が で き 、 そ の 粘 着 効 果 は よ り 良 く 、 粘 着 は 、 よ り 強 固 で あ る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 も ち ろ ん 、 上 述 し た 各 実 施 例 で い う 手 す り ア セ ン ブ リ は 、 乗 車 者 や カ ー ト の 手 で 握 る た  
め の 部 分 が 手 す り ア セ ン ブ リ と 考 え ら れ 、 ベ ビ ー カ ー が 乗 車 者 に 向 か う 前 側 手 す り だ け で  
な く 、 フ レ ー ム 上 の 手 す り や ハ ン ド ル 、 握 手 な ど を 指 す こ と も で き る 上 位 概 念 で あ る こ と  
も 理 解 で き る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 以 上 に 開 示 さ れ た の は 本 願 の 好 適 な 例 に す ぎ ず 、 こ れ に よ っ て 本 願 の 権 利 範 囲 を 限 定 す  
る こ と は で き な い の で 、 本 願 の 請 求 項 に よ る 均 等 な 変 化 は 、 す べ て 本 願 が カ バ ー す る 範 囲  
に 属 す る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ５ ７ 】
子 供 用 キ ャ リ ア               １ ０ ０     支 持 フ レ ー ム 構 造 体       １
フ ロ ン ト ス タ ン ド ア セ ン ブ リ   ２ ０       リ ア ス タ ン ド ア セ ン ブ リ   ３ ０
プ ッ シ ュ ロ ッ ド ア セ ン ブ リ     ４ ０       接 続 ア セ ン ブ リ           ５ ０
手 す り ア セ ン ブ リ             １ ０       手 す り 本 体               １ １
第 １ の 保 護 層                 １ ２       第 ２ の 保 護 層             １ ３
第 １ の 粘 着 層                 １ ４       第 ２ の 粘 着 層             １ ５
支 持 部                       １ １ １     接 続 部                   １ １ ２
折 曲 部                       １ ３ １     ソ ケ ッ ト                 ５ １
挿 入 接 続 部 品                 ５ １ ’     取 付 孔                   ５ ２



10

20

30

40

50

JP 7617246 B2 2025.1.17(23)

【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】



10

JP 7617246 B2 2025.1.17(25)

フロントページの続き

(33)優先権主張国・地域又は機関　
中国(CN)

審査官　 渡邊  義之
(56)参考文献 特開２０２０－１１７２１３（ＪＰ，Ａ）

実開昭５６－１２７１６６（ＪＰ，Ｕ）
特開２０１３－２４８９２６（ＪＰ，Ａ）
中国実用新案第２１０７９２９１４（ＣＮ，Ｕ）
特開平１１－１５１７７１（ＪＰ，Ａ）
米国特許第５８０３５３５（ＵＳ，Ａ）
独国実用新案第２９５１２４７２（ＤＥ，Ｕ１）
西独国実用新案公開第２９５１２４７２（ＤＥ，Ｕ）
特開平３－４６６８３（ＪＰ，Ａ）
特開２０１６－２１４６７８（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｂ６２Ｂ      ７／００－  １９／０４
Ａ４７Ｄ    １５／００
Ｂ３２Ｂ      １／００－  ４３／００
Ｅ０４Ｆ    １１／１８
Ｂ６０Ｎ      ２／７５


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

